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 序

　本書は平成８・９年度に県営圃場整備事業椿市地区の工事に伴って行われた福岡県

行橋市大字高来に所在した高来小月堂遺跡、高来井正丸遺跡、高来殿屋敷遺跡の発掘

調査報告書です。

  市内でも重要な農業地域のひとつである椿市地区は、同時に貴重な文化財が数多く

存在する地域でもあります。圃場整備に伴う調査では、集落跡の一部を確認しました

が、出土品には、石帯、烏帽子などの貴重なものがあり、地域の歴史を知るうえで重

要な成果を得ることができました。この調査の記録が地域史の解明、理解を深める上

で、一助となれば幸いです。

  最後に、調査および報告書作成に際し御協力いただいた、福岡県行橋農林事務所、

椿市土地改良区、高来地区の方々をはじめとする関係各位、そして、連日発掘調査に

参加されました皆様方に、深く感謝いたします。

　　平成 22 年３月

行橋市教育委員会　　　　　

教育長　山田　英俊　　



例　　言

１ ．本書は、行橋市教育委員会が県営ほ場整備事業椿市地区の工事に先立って調査を実施した､ 福岡県行

橋市大字高来字小月堂217番ほかに所在した「高来小月堂遺跡」、行橋市大字高来字井正丸435番ほか

に所在した「高来井正丸遺跡」、および行橋市大字高来字殿屋敷302番ほかに所在した「高来井殿屋敷

遺跡」の発掘調査報告書である。

２．試掘調査は平成７・８年度に県営圃場整備事業椿市地区に伴い、行橋市教育委員会・中原博が担当した。

３ ．発掘調査は、平成８・９年度に県営圃場整備事業椿市地区に伴い、国・県より補助を受けて行橋市教

育委員会が実施した。発掘調査は、行橋市教育委員会・中原が担当した。

４ ．遺構の実測図作成は、伊藤昌広、辛嶋智恵子、中原博、井上栄子、井上盛子、国永敏枝、島田チヅ子、

白川早苗、坂本千恵子、末松節子、木下孝子、工藤三枝子、坂本尚江、塚内トシエ、中園満子、三井恭子、

森脇世津子、森本美奈子、吉原トヨ子、岩鹿美恵、古木初子が行った。

５ ．現地調査にあたっては、地域の皆様や各種事業所の方々にご教示・ご協力をいただきました。記し

て感謝の意を表します。発掘調査従事者（順不同）板戸マサノ、植村チエ子、植村ノブヱ、植村靖子、

尾畑重子、柏木正、小園カズ子、小園敏恵、新谷アキヱ、中住ヒデ子、古門ます子、吉川資子、元岡

秀子、堀恭子、井上伊都子、中園満子、塚内トシエ、坂本千恵子、末松節子、小野田トミエ、加井良子、

志水ゆき子、定村哲雄

６ ．出土遺物の整理復元作業は、川本壽子、平井みどり、奥野康代、三仙恵理子、佐藤裕子、名護広美、

橋田孝子、坂本祐佳、佐々木豊子、枝吉恵美が行い、出土遺物の実測および製図は、奥野、三仙、鎌田尚子、

松本まゆみ、河野竜二、井原美香、下野恵美子および株式会社埋蔵文化財サポートシステムが行った。

７ ．出土遺物のうち、高来井正丸遺跡・１号墓出土の烏帽子の保存処理と分析は、吉田生物研究所に依頼

した｡

８．遺構および遺物の写真撮影は中原が行った。また、空中写真は株式会社スカイサーベイに依頼した。

９．発掘調査で出土した遺物、調査の記録類、写真、実測図等は行橋市教育委員会で保管している。

10 ．本書に用いた遺構の略号は、SB（掘立柱建物跡）、SE（井戸跡）、SK（土坑）、SD（溝）、P（柱穴）、SX（不

明遺構）、ST（墓）である。

11．本書の遺構実測図で使用した方位は磁北である。

12．本書の執筆・編集は中原が行った。
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　　　　　５．ＳＫ 35　　　　　　　　　　６．ＳＫ 62
　　　　　７．ＳＫ 61　　　　　　　　　　８．ＳＫ 61　

《高来殿屋敷遺跡》
図版 12　１．ＳＫ３　　　　　　　　　　　２．ＳＫ 1
　　　　　３．Ｐ１　　　　　　　　　　　　４．ＳＫ２
　　　　　５．調査区②③　　　　　　　　　６．調査区②③
　　　　　７．調査区②③　　　　　　　　　８．ＳＫ７　
図版 13　１．ＳＫ６　　　　　　　　　　　２．調査区①
　　　　　３．調査区①　　　　　　　　　　４．調査区①
　　　　　５．調査区④　　　　　　　　　　６．調査区④
　　　　　７．調査区④　　　　　　　　　　８．調査区④　

《出土遺物》
図版 14　高来小月堂遺跡Ａ区・Ｂ区　出土遺物
図版 15　高来小月堂遺跡Ｂ区　出土遺物
図版 16　高来井正丸遺跡　出土遺物
図版 17　高来井正丸遺跡　出土遺物
図版 18　高来井正丸遺跡　出土遺物
図版 19　高来井正丸遺跡　出土遺物
図版 20　高来殿屋敷遺跡　出土遺物



第Ⅰ章　はじめに
調査経緯
  行橋市の西部に位置する椿市地区では、平成３年度から平成10年度にかけて継続的に県営圃場整備
事業が行われた。この事業の実施に伴い、文化財に関する協議、試掘調査を行い、事前に遺跡の発掘
調査が実施されてきた。
　平成４年度　古代寺院跡として著名な椿市廃寺の発掘調査が行橋市教育委員会によって行われた。
寺院の範囲を確認し、盛土で対応した。平成７年度に『椿市廃寺Ⅱ』の報告書を刊行した。
　平成５年度　50基以上からなる福丸古墳群のうち、３基の発掘調査が行橋市教育委員会によって
行われた。そのうち２基は、圃場整備工事範囲から除外して、現地に保存されることになった。平成
８年度に『福丸古墳群』の報告書を刊行した。
　平成７年度　徳永泉古墳は、周知遺跡として、福岡県教育委員会編『福岡県遺跡等分布地図（行橋
市・京都郡編）』（1976年）に「金福寺古墳（遺跡番号140088）」と記載されていた。平成６年度に、
次年度の工事予定範囲の試掘調査を行った。その結果、金福寺古墳の周辺にも遺跡が広がることが確
認された。試掘調査の結果、名称が変更された。福岡県行橋農林事務所、椿市土地改良区、地権者等
との協議を行った。協議の結果、金福寺古墳の現地保存は困難であるとのことから、削平される1,500
㎡について、記録を残すために発掘調査することになった。また、大字徳永字法師ケ坪周辺でも遺跡
が確認され、工事によって削平される2,000㎡が調査の対象となった。大字徳永地区の範囲で、合計
3,500㎡が平成７年度に発掘調査されることとなった。工事の関係から、遅くとも９月末までに発掘
調査を終了してほしいとの福岡県行橋農林事務所からの要望を受け、まず徳永泉古墳の発掘調査を、
平成７年５月23日に発掘調査に着手した。徳永泉古墳の発掘調査と平行して、徳永師ケ坪遺跡の調
査を８月17日から開始した。両遺跡の発掘調査が終了したのは、平成７年10月６日であった。平成
13年度に『徳永泉古墳・徳永師ケ坪遺跡』の報告書を刊行した。
　平成８、９年度　平成７年度秋および平成８年度秋に、高来地区における工事予定地で試掘調査を
行った。協議の結果、遺構が確認され工事による掘削が及ぶ箇所に関して、発掘調査を実施し記録
をとることとなった。高来地区で行った三ヶ所の遺跡発掘調査期間等は以下のとおり。①高来小月
堂遺跡 1996（平成8）年５月8日～ 11月12日【調査面積5,000㎡】 。②高来井正丸遺跡 1997（平成
9）年８月17日～ 1998（平成10）年2月9日【調査面積8,600㎡】 。③高来殿屋敷遺跡 1997（平成9）
年12月8日～ 1998（平成10）年5月13日【調査面積1,340㎡】※平成９年度調査後半、一時中断期
間あり。高来地区での発掘調査面積は合計14,940㎡であった。 遺物および図面の整理作業は調査後
随時行われ、平成22年度に報告書を作成し、刊行
することとなった。

第１図  高来地区位置図（1/1,500,000） 第２図  高来遺跡群位置図（1/12,000）

高来地区

高来井正丸遺跡

高来小月堂遺跡

高来殿屋敷遺跡
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調査組織
　発掘調査および報告書作成にあたっての組織は次の通りである。
　発掘調査（平成８年度）　　　　　　　　　　　　　発掘調査（平成９年度） 
　行橋市教育委員会　　　　　　　　　　　　　　　行橋市教育委員会
　　教育長　　　　　　　　白石　壽　　　　　　　　教育長　　　　　　　　白石　壽
　　教育次長　　　　　　　加来　博　　　　　　　　教育次長　　　　　　　加来　博         　
　　社会教育課長　　　　　永岡　正治　　　　　　　生涯学習課長　　　　　永岡　正治　
　　社会教育課　文化係長　西江　文敏　　　　　　　生涯学習課　文化係長　西江　文敏
　　社会教育課　文化係　　西村　有二（庶務担当）　　　生涯学習課　文化係　　丸山　剛 （庶務担当）
　　社会教育課　文化係　　小川　秀樹　　　　　　　生涯学習課　文化係　　小川　秀樹
　　社会教育課　文化係　　辛嶋　智恵子　　　　　　生涯学習課　文化係　　辛嶋　智恵子
　　社会教育課　文化係　　伊藤　昌広　　　　　　　生涯学習課　文化係　　伊藤　昌広
　　社会教育課　文化係　　中原　博（調査担当）　　　　　生涯学習課　文化係　　中原　博 （調査担当）   

　報告書作成（平成22年度） 
　行橋市教育委員会                                 
　　教育長　　　　　　　　徳永　文晤（～ 10月９日）             
　　教育長　　　　　　　　山田　英俊（10月10日～）
　　教育部長　　　　　　　三角　正純         　
　　文化課長　　　　　　　酒井　和宣
　　庶務
　　文化課　文化振興係長　辛嶋　智恵子
　　文化課　文化振興係　　北田　千砂子（庶務担当）          　　　
　　調査    
　　文化課長補佐兼文化財保護係長
   　 　　　　　　　　　　　小川　秀樹             　　　      　　　 
　　文化課　文化財保護係　伊藤　昌広  
　　文化課　文化財保護係　中原　博 （調査担当）           
　　文化課　文化財保護係　山口　裕平

第３図  県営圃場整備事業椿市地区位置図

第４図  周辺主要文化財等分布図
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第１表　　　周辺主要文化財等地名表
№ 遺跡名 種別 所在地 時代 概要 文献

１ 黒添古墳群 古墳群 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳時代 70基以上から成る古墳群 1,2

2 段々古墳群 古墳群 福岡県京都郡苅田町大字法正寺 古墳時代 2基 1,2

3 西生院古墳群 古墳群 福岡県京都郡苅田町大字法正寺字山入 古墳時代 6基 1,2

4 木ノ坪遺跡 集落 福岡県京都郡苅田町大字法正寺字木ノ坪 古墳時代 調査面積6,420㎡。 1,3

5 黒添寺ノ脇遺跡 集落 福岡県京都郡苅田町大字黒添字寺ノ脇 弥生時代～古墳時代 1,2

6 トキワ古墳群 古墳群 福岡県京都郡苅田町大字黒添字寺ノ脇 古墳時代 調査面積300㎡ 1,3

7 黒添赤木遺跡 集落 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳～奈良時代 調査面積2,580㎡。 1,3

8 苅田病院遺跡 集落 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳時代～平安時代 散布地 1,2

9 黒添遺跡群 集落 福岡県京都郡苅田町大字黒添 弥生時代～古墳時代 1,2

10 六丸古墳 円墳 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳時代 封土・石室大破 1,2

11 四方面塚 円墳 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳時代 1,2

12 黒添宮ノ下遺跡 集落 福岡県京都郡苅田町大字黒添 弥生時代～古墳時代 調査面積810㎡。 1,3

13 黒添メオト塚古墳 前方後円墳 福岡県京都郡苅田町大字黒添 古墳時代 1,2

14 鋤先遺跡群 散布地 福岡県京都郡苅田町大字鋤先 弥生時代～平安時代 1,2

15 徳永法師ケ坪遺跡 集落 福岡県行橋市大字徳永字法師ケ坪 古墳時代～中世 10

16 徳永宮山遺跡 散布地 福岡県行橋市大字徳永字宮山 古墳時代 2

17 徳永クズレ塚古墳 古墳 福岡県行橋市大字徳永字宮山 古墳時代 丘陵上に所、墳丘半壊 2

18 徳永夫婦塚古墳 古墳 福岡県行橋市大字徳永字塚ノ本 古墳時代 丘陵上に所在、複室横穴式石
室２ 2

19 徳永丸山古墳 前方後円墳 福岡県行橋市大字徳永字屋敷 古墳時代 丘陵上に所在、全長約40ｍ 2

20 飛松遺跡 墓地 福岡県行橋市大字須磨園 弥生時代 低台地上に所在、箱式石棺群 2

21 飛松神社石塔群 石塔 福岡県行橋市大字須磨園 鎌倉時代 2

22 飛松神社西石塔群 石塔 福岡県行橋市大字須磨園 2

23 徳永古金尾遺跡 墓地 福岡県行橋市大字徳永字古金尾 弥生～古墳時代 丘陵上に所在、箱式石棺群 2

24 徳永泉古墳 古墳 福岡県行橋市大字徳永字泉 弥生時代～中世 複室横穴式石室 10

25 徳永丸尾古墳群 古墳群 福岡県行橋市大字徳永 古墳時代 10基以上から成る古墳群 2

26 徳永野口古墳群 古墳群 福岡県行橋市大字徳永 古墳時代 20基以上から成る古墳群 2

27 福丸古墳群 古墳群 福岡県行橋市大字福丸 古墳時代 50基以上から成る古墳群 2

28 福丸引石古墳 古墳 福岡県行橋市大字福丸字引石 古墳時代 単室横穴式石室 2

29 願光寺裏山古墳 古墳 福岡県行橋市大字福丸 古墳時代 単室横穴式石室。 2,8

30 椿市廃寺 寺院 福岡県行橋市大字福丸字上長町 奈良～平安時代 四天王寺式の伽藍配置。 2,5,6

31 福丸県道遺跡 散布地 福岡県行橋市大字福丸 弥生時代 低台地裾部に所在 2

32 福丸石塔群 石塔 福岡県行橋市大字福丸 五輪塔群 2

33 こづき地蔵 福岡県行橋市大字高来 ７月21日、子供相撲奉納 9

34 高来小月堂遺跡 集落 福岡県行橋市大字高来字小月堂ほか 弥生～中世 11

35 高来井正丸遺跡 集落 福岡県行橋市大字高来字井正丸ほか 弥生～中世 石帯(丸鞆)、烏帽子等出土 12

36 高来殿屋敷遺跡 集落 福岡県行橋市大字高来字殿屋敷 近世 12

37 高来十塔ケ峰古墳 古墳 福岡県行橋市大字高来字十塔ケ峰 古墳時代 丘陵上に所在、横穴式石室 2

38 高来城跡 城跡 福岡県行橋市大字高来、大字入覚 中世 13,14

39 天聖寺石塔群 石塔 福岡県行橋市大字高来 五輪塔群。一石五輪塔多数。 2

40 長尾峠遺跡 墓地 福岡県行橋市大字長尾字峠 弥生時代 丘陵上に所在、箱式石棺群 2

41 長尾下原横穴群 横穴 福岡県行橋市大字長尾 古墳時代 丘陵裾部に所在 2

42 豊前国府推定地 官衙跡 福岡県行橋市大字須磨園 奈良～平安時代 2,15

43 椿市・延永条里跡 条里跡 福岡県行橋市大字長尾ほか 奈良・平安時代～ 2

文献
1　苅田町教育委員会『苅田町の文化遺産～苅田町文化財詳細分布地図～』「苅田町文化財調査報告書第34集」2000年
2　行橋市教育委員会『行橋市内遺跡等分布地図』「行橋市文化財調査報告書第37集」2010年
3　苅田町教育委員会『黒添・法正寺地区遺跡群』「苅田町文化財調査報告書第６集」1987年
4　苅田町教育委員会『イノ山1号墳』「苅田町文化財調査報告書第７集」1987年
5　行橋市教育委員会『椿市廃寺』「行橋市文化財調査報告書第８集」1980年
6　行橋市教育委員会『椿市廃寺Ⅱ』「行橋市文化財調査報告書第24集」1996年
7　行橋市教育委員会『福丸古墳群』「行橋市文化財調査報告書第25集」1997年
8　前田達男「北部豊前の終末期古墳の一例」（別府大学石垣考古研究会『石垣考古』№2。1982年）
9　福岡県『福岡県文化百選～くらし編～』西日本新聞社1997年

　10　福岡県教育委員会『福岡県埋蔵文化財発掘調査年報～平成７年度～』1998年
　11　福岡県教育委員会『福岡県埋蔵文化財発掘調査年報～平成8年度～』1999年
　12　福岡県教育委員会『福岡県埋蔵文化財発掘調査年報～平成9年度～』2000年
　13　行橋市教育委員会『行橋市の文化財～古墳・古城編～』1978年
　14　定村責二『地名から探る豊前国の遺跡』美夜古郷土史学校1976年
　15　国立歴史民俗博物館『国立歴史民俗博物館研究報告第10集～共同研究「古代の国府の研究」～』第一法規1986年
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第Ⅱ章　位置と環境

地理的環境
　地理・地形・地質　福岡県行橋市は人口約7万人の北部九州の田園都市である。行橋市は福岡県東
部に位置し、東側は瀬戸内海(周防灘・豊前海)に面し、西側は英彦山山系から派生した山地・丘陵や、
今川・祓川・長峡川・小波瀬川などの河川によって形成された沖積平野の京都平野(行橋平野)から成
り立つ。北西側にカルスト台地の平尾台、西から南側に幸山、観音山、御所ケ岳、馬ケ岳、八景山な
どの低い山地が展開する。京都平野東部には、覗山を中心として、南北5.5㎞、東西2.5㎞にわたり海
岸線に沿って山隗を成している。さらに北東側には蓑島がある。市域は京都平野（行橋平野）の中央
から東側にかけての大半を占める。市の面積は69.80平方キロメートルである。国土地理院の2万5千
分の1地形図では図幅名｢行橋｣「蓑島」に含まれる。「県営圃場整備事業椿市地区」が実施された地域は、
福岡県行橋市大字徳永・福丸・高来・長尾地区である。行橋市の中心部から、西方約６kmに位置する。
椿市地区の農耕地は、米、麦、大豆などの栽培に適しているという。西側に、カルスト台地「平尾台」
が迫る。そして、はるか南側に霊峰「英彦山」｢求菩提山｣ 等の山並みを望む。標高約10 ～ 50ｍの
地域で、平尾台を源とする２級河川「小波瀬川」上流の両岸に広がる沖積平野である。
　歴史的環境　～古代・中世／旧豊前国京都郡・仲津郡域～
　旧石器時代　旧石器時代の際立った遺跡は未確認であるが、遺物が散発的に発見されている。石器
は、ナイフ形石器、石核、フレイクなどが見られ、行橋市内では、鬼熊遺跡、石並南遺跡、渡築紫遺
跡などで採集・出土している。石器は後期旧石器時代以降が主体である。　
　縄文時代　縄文時代集落として、祓川左岸の「低段丘上」で発見されたみやこ町の節丸西遺跡が知
られる。各地で近年相次いで縄文時代集落は確認されつつある。
　弥生時代　弥生時代集落遺跡として、長井遺跡、辻垣ヲサマル遺跡、津留遺跡などが知られる。大
規模集落跡として下稗田遺跡が著名である。
　古墳時代　古墳時代遺跡は、墳墓は約1,000基の大規模調査が実施された竹並遺跡や居屋敷遺跡の
横穴墓が著名である。三角縁神獣鏡を多数出土した石塚山古墳を筆頭に、御所山古墳、石並古墳、稲
童古墳群、隼人塚古墳、姫神古墳、甲塚方墳などが知られる。生産遺跡としては初期須恵器を出土し
た居屋敷窯跡がある。
　古代　主要な遺跡としては、古代山城の御所ケ谷神籠石、古代寺院の木山廃寺、上坂廃寺、椿市廃寺、
菩提廃寺、豊前国分寺跡が著名である。生産遺跡では徳政瓦窯などがある。京都郡と仲津郡との間で、

「豊前国府移転説」があるものの、古代律令国家成立期において、仲津郡は豊前国の政治の中心とし
ての役割を果たしていた時期もあった。平安時代の『和名類聚抄』には、仲津郡狭度郷、仲津郡高屋郷、
仲津郡呰見郷、京都郡高来郷等の行政区が散見される。なお、『古事記』『日本書紀』『風土記』に「京
都」や「豊国」の地名説話が記載されている。荘園としては平安期以降には宇佐宮弥勒寺領の喜多良
別府、大野井荘、城井浦、津熊荘、草乃荘などが点在していた。
　中世　12世紀第２四半期から13世紀以降頃になると、土器・陶磁器類の消費流通量が増加するよ
うである。「金屋鋳物師」の活躍した15世紀第１～２四半期、この時期には、旧豊前国仲津郡域を中
心に、梵鐘、鰐口など、「金屋鋳物師」の遺品が残り、遠くは筑前国、周防国にも流通している。大
内氏支配時における15世紀前半の遺構が確認されている。「金屋遺跡」の発掘調査所見から、溝を伴っ
た土地の区割り＝街区が成立し、それに伴って、在地及び外来の土器・陶磁器を消費する集落空間が
展開すると考えられる。
　参考文献　角川地名辞典編纂委員会編『角川日本地名辞典40福岡県』角川書店1988年など
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第Ⅲ章　調査の概要

１．高来小月堂遺跡　調査の概要
　遺跡の名称は、遺跡の所在する土地の地名、大字と小字を用いて「高来小月堂遺跡（たかくこづきど
ういせき）」とした。平成７年度に行った試掘調査の結果に基づいて、圃場整備の工事により遺構が削
平される約5,000㎡について記録をとるために発掘調査を実施した。調査地の地番は、福岡県行橋市大
字高来字小月堂217番ほかである。弥生時代中・後期･古墳時代後期・鎌倉時代に断続的に営まれた集
落遺跡である。古墳時代後期（６世紀代）の集落跡を中心とし、一部に弥生時代と中世の集落遺構が分
布する。県営圃

ほ

場
じょう

整備事業椿市地区の工事に伴い、平成８年度に発掘調査が行われた。調査主体は行
橋市教育委員会。遺跡は、平尾台南東麓丘陵傾斜地に立地する。塔ケ峰（標高396ｍ）山麓、標高29
～ 35メートル前後の調査地点で、Ａ区は、小月地蔵の西側である。Ｂ区は、天聖寺参道沿い西側部分
にあたる。遺跡概要は次のとおり。　
　弥生時代　貯蔵穴二基／弥生土器、石剣片
　　　　　　竪穴住居跡六軒／弥生土器、石庖丁
　　　　　　溝、柱穴／弥生土器、石庖丁、石戈、石斧
　古墳時代　竪穴住居跡六軒／土師器、須恵器
　　　　　　掘立柱建物跡一一軒／土師器、須恵器
　中世　　　溝、土坑、柱穴／土師器　輸入陶磁器
　高来集落には、「池部屋敷」などの屋敷地名が散見され、調査区外にも集落跡は広がると推定される。
なお、当遺跡の南西200ｍの大字入覚と大字高来の境界付近には、「池部の城」（高来城）と通称される
丘陵地が存在する。 
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第２表　高来小月堂遺跡Ａ区　主要遺構一覧表　
遺構番号 種類 時期 遺構の概要 出土遺物 挿図 図版 備考

高来小月堂遺跡 A 区　1 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器、石斧 13 1

高来小月堂遺跡 A 区　2 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生後期 弥生土器、石包丁 13 1

高来小月堂遺跡 A 区　3 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器 13 1

高来小月堂遺跡 A 区　4 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器 13 1

高来小月堂遺跡 A 区　5 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器 13 1

高来小月堂遺跡 A 区　１号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生 3.6×2.7ｍ 弥生土器 15 1

高来小月堂遺跡 A 区　２号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生 3.5×2.8ｍ 弥生土器 15

高来小月堂遺跡 A 区　１号土坑 土坑 弥生土器 14

高来小月堂遺跡 A 区　２号土坑 土坑 ( 貯蔵穴 ) 弥生中期 弥生土器 14 1

高来小月堂遺跡 A 区　３号土坑 土坑 ( 貯蔵穴 ) 弥生中期 弥生土器 14 1

高来小月堂遺跡 A 区　４号土坑 土坑 1.2×0.6ｍ 弥生土器 16

高来小月堂遺跡 A 区　５号土坑 土坑 1.0×0.4ｍ 16

高来小月堂遺跡 A 区　６号土坑 土坑 弥生土器 16

高来小月堂遺跡 A 区　７号土坑 土坑 1.4×0.9ｍ 16

高来小月堂遺跡 A 区　８号土坑 土坑 0.9×0.8ｍ 弥生土器 16

高来小月堂遺跡 A 区　９号土坑 土坑 3.4×1.5ｍ 弥生土器 16

高来小月堂遺跡 A 区　１号溝 溝 弥生後期 弥生土器 12

高来小月堂遺跡 A 区　２号溝 溝 12

高来小月堂遺跡 A 区　３号溝 溝 土師器 12

高来小月堂遺跡 A 区　４号溝 溝 中世
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

12

高来小月堂遺跡 A 区　５号溝 溝 弥生土器 12
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第３表　高来小月堂遺跡Ｂ区　主要遺構一覧表　
遺構番号 種類 時期 遺構の概要 出土遺物 挿図 図版 備考

高来小月堂遺跡 B 区　1 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器、石斧 13 4

高来小月堂遺跡 B 区　2 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生後期 弥生土器、石包丁 13 4

高来小月堂遺跡 B 区　3 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 弥生土器 13 4

高来小月堂遺跡 B 区　4 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 5.5×5.5ｍ 弥生土器 13 4

高来小月堂遺跡 B 区　5 号竪穴住居跡 竪穴住居跡 4.2×4.2ｍ 弥生土器 13 4

高来小月堂遺跡 B 区　１号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生 3.6×2.7ｍ 弥生土器 26 6

高来小月堂遺跡 B 区　２号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生 3.5×2.8ｍ 弥生土器 26

高来小月堂遺跡 B 区　３号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 4.7×3.5ｍ 弥生土器 27

高来小月堂遺跡 B 区　４号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生中期 3.0×2.7ｍ 弥生土器 27 5

高来小月堂遺跡 B 区　５号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 弥生中期 5.0×2.8ｍ 弥生土器 28

高来小月堂遺跡 B 区　６号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 5.2×3.3ｍ 弥生土器 28

高来小月堂遺跡 B 区　７号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 3.5×3.1ｍ 29

高来小月堂遺跡 B 区　８号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 3.6×2.7ｍ 弥生土器 29

高来小月堂遺跡 B 区　９号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 4.8×3.6ｍ 30 5

高来小月堂遺跡 B 区１０号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 3.0×3.0ｍ 弥生土器、土師器 30 5

高来小月堂遺跡 B 区１１号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 3.4×1.5ｍ 弥生土器、土師器 31 5

高来小月堂遺跡 B 区　１号溝 溝 弥生後期 弥生土器 18

高来小月堂遺跡 B 区　２号溝 溝 18

高来小月堂遺跡 B 区　３号溝 溝 土師器 18

高来小月堂遺跡 B 区　４号溝 溝 中世
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

18

高来小月堂遺跡 B 区　５号溝 溝 弥生土器 18

２．高来井正丸遺跡　調査の概要
　遺跡の名称は、遺跡の所在する土地の地名、大字と小字を用いて「高来井正丸遺跡（たかくいしょま
るいせき）」とした。字名の井正丸の読み方は現在地元の方々の呼び方をとって「いしょまる」とした。
平成８年度に行った試掘調査の結果に基づいて、圃場整備の工事により遺構が削平される部分について
記録をとるために発掘調査を実施した。調査地の地番は、福岡県行橋市大字高来字井正丸435番ほかで
ある。調査地の立地は、カルスト台地・平尾台の東麓にのびる丘陵部分にある。調査前の現況は、水田
であった。北側の丘陵上には、福丸古墳群などの群集墳､ 夫婦塚《双円墳？》､ クズレ塚《円墳》､ 椿市
廃寺､ 黒添メヲト塚古墳《前方後円墳》等の古墳時代後期以降の首長墓、古代寺院がある｡  当遺跡は
これらを北から東に望む立地である｡ 以下表などに遺構概要を示す。
　弥生時代から近世にかけての複合遺跡で、主体は奈良・平安時代の集落跡と、鎌倉時代の集落跡であ
る。遺跡は、京都平野西部の平尾台東麓にあり、塔ケ峰からのびる舌状の丘陵上に立地する。東側に京
都平野を望み、北側には、平尾台の千仏谷を源とする小波瀬川が流れる。県営圃場整備事業椿市地区の
工事に先立ち、平成９年度に発掘調査が行われた。標高30 ～ 35ｍ前後部分の遺構が調査された。調査
面積は8600㎡。主な中世遺構・遺物として確認されたものについて以下に略述する。
　中世　　　掘立柱建物跡35軒以上　井戸３基　墳墓２基　／　青磁、白磁、石鍋、砥石、烏帽子、
　　　　　　刀子、鉄釘、輸入陶磁器、国産陶器
　１号墓（ＳＴ－１）から烏帽子１、刀子１、土師器小皿５枚、鉄釘が出土したことが特筆される。烏
帽子は目の粗い絹に漆を塗ったもので、墓の中央部分で出土。墓の平面形は隅丸長方形だったと推定さ
れる。墓の年代は、副葬品の土師器小皿の法量（直径８. ０㎝）から、十三世紀後葉から十四世紀前葉
頃と考えられる。なお、奈良・平安時代の掘立柱建物跡が比較的多く検出されている。豊前国京都郡には、
諫山郷、本山郷、刈田郷、高来郷の四郷があった。当遺跡は、「高来郷」の中に位置したと考えられる。
石帯の出土が特筆され、一般的な班田集落とは異なる様相の遺跡である。中世以降は、鎌倉期の烏帽子、
輸入陶磁器、各地の国産陶器の出土から、他の地域から物流のあった集落で、ある程度の階層に想定さ
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遺構番号 種類 時期 遺構の概要 出土遺物 挿図 図版 備考

高来井正丸遺跡　1 号井戸 井戸 中世 3.6 × 2.7 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

45 8

高来井正丸遺跡　2 号井戸 井戸 中世 3.5 × 2.8 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

13 8

高来井正丸遺跡　１号墓 墳墓 鎌倉 1.4 × 0.7 ｍ
烏帽子、土師器、
刀子、鉄釘片

59 9,10

高来井正丸遺跡　１号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 6.2 × 4.2 ｍ 土師器 38 7,8

高来井正丸遺跡　２号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 土師器 39 7.8

高来井正丸遺跡　３号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 5.2 × 3.2 ｍ 土師器 39 7,8

高来井正丸遺跡　４号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 7.0 × 4.2 ｍ 土師器 39 7.8

高来井正丸遺跡　５号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 7.0 × 3.2 ｍ 土師器 39 7,8

高来井正丸遺跡　６号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 7.6 × 3.6 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7.8

高来井正丸遺跡　７号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 4.0 × 3.6 ｍ 土師器 39 7,8

高来井正丸遺跡　８号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 4.5 × 3.2 ｍ 土師器 39 7.8

高来井正丸遺跡　９号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 4.6 × 3.2 ｍ 土師器 39 7,8

高来井正丸遺跡１０号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 4.6 × 3.2 ｍ 土師器 39 7.8

高来井正丸遺跡１１号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 平安 6.0 × 6.0 ｍ 39 7,8

高来井正丸遺跡１２号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 5.2 × 4.2 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7.8

高来井正丸遺跡１３号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 6.0 × 3.9 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7,8

高来井正丸遺跡１４号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 5.0 × 3.9 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7.8

高来井正丸遺跡１５号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 5.0 × 4.6 ｍ 土師器､ 39 7,8

高来井正丸遺跡１６号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 6.0 × 3.9 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7.8

高来井正丸遺跡１７号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 中世 5.6 × 3.6 ｍ
輸入陶磁器、
土師器、瓦器

39 7,8

高来井正丸遺跡１８号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡 4.2 × 4.2 ｍ 土師器 39 7.8

れる人々の存在を推測させる。

 遺構と遺物
１）竪穴住居跡　検出された竪穴住居跡はいずれも遺存状況は良くない。　
２）掘立柱建物跡　調査区全体で検出された。35棟以上の掘立柱建物跡群。
３）土坑・井戸　井戸も含む。丘陵上のかつての谷（黒色土のある包含層となっていた）と推定される
　　部分には、湧水地点に掘り込まれている。井戸の時代は、主に中世のものが主体である。
４）溝　溝と付した遺構は約60条。中世の遺物を主体に出土している。
５）その他の遺物　手作業による遺構検出の際に中から採集された遺物のうち、数点を掲載した。石帯
　　が採集されている１点を図示した。

第４表　高来井正丸遺跡　主要遺構一覧表　
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第５表　高来殿屋敷遺跡　主要遺構一覧表　
遺構番号 種類 時期 遺構の概要 出土遺物 挿図 図版 備考

高来殿屋敷遺跡　１号土坑 土坑 5.5×1.6ｍ 土師器 65 12

高来殿屋敷遺跡　２号土坑 土坑 3.1×2.0ｍ
須恵器、土師器、
磁器

65 12

高来殿屋敷遺跡　３号土坑 土坑 3.1×2.5ｍ
弥生土器、土師器、
須恵器

65 12

高来殿屋敷遺跡　４号土坑 土坑

高来殿屋敷遺跡　５号土坑 土坑

高来殿屋敷遺跡　６号土坑 土坑 中近世 2.5×2.5ｍ
瓦質土器、土師器、
須恵器、磁器

65 12

高来殿屋敷遺跡　７号土坑 土坑 近世 2.5×2.2ｍ
土師器、石臼、
磁器

12

高来殿屋敷遺跡　８号土坑 土坑

高来殿屋敷遺跡　１号溝 溝 中近世
須恵器、土師器、
陶器、磁器

62

高来殿屋敷遺跡　２号溝 溝 近世
土師器、陶器、
磁器

62

高来殿屋敷遺跡　３号溝 溝 62

高来殿屋敷遺跡　４号溝 溝 63

高来殿屋敷遺跡　５号溝 溝 64

高来殿屋敷遺跡　６号溝 溝 64

高来殿屋敷遺跡　７号溝 溝 64

高来殿屋敷遺跡　８号溝 溝 64

高来殿屋敷遺跡　９号溝 溝 64

高来殿屋敷遺跡１０号溝 溝 64

３．高来殿屋敷遺跡　調査の概要
  遺跡の名称は、遺跡の所在する土地の地名、大字と小字を用いて「高来殿屋敷遺跡（たかくとのやし
きいせき）」とした。
  平成８年度に行った試掘調査の結果に基づいて、圃場整備の工事により遺構が削平される約1,340㎡
について記録をとるために発掘調査を実施した。
　調査地の地番は、福岡県行橋市大字高来字殿屋敷302番ほかである。
　調査地の立地は、カルスト台地・平尾台の東麓で、塔ケ峰の東側山麓にのびる標高40 ～ 50ｍ前後の
丘陵部分にある。調査前の現況は、水田・畑で、墓地が隣接地にあった。背後の丘陵上には、塔ケ峰城､
夫婦塚《双円墳？》､ クズレ塚《円墳》､ 宮山遺跡､ 黒添メヲト塚古墳《前方後円墳》等の古墳時代後期
以降の首長墓が集中して築かれている｡ 高来殿屋敷遺跡はこれらの遺跡が分布する丘陵の東に立地して
いる｡ 調査された遺構は、土坑９基、溝10 条、柱穴群となった。
　表に概要を記す。



第Ⅳ章　調査の記録

第 12 図  高来小月堂遺跡 A 区  遺構配置図（1/150）
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第 13 図  高来小月堂遺跡 A 区  1・2・3・4・5 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 14 図  高来小月堂遺跡 A 区 1・2 号掘立柱建物跡実測図（1/60）

1（SB-1）

2（SB-2）

0                                                                                  2m

30.0m

30.0m

30
.0
m

30.0m

30.2m

30.2m

30
.2
m

30.2m



第 15 図  高来小月堂遺跡 A 区  土坑実測図①（1/60、３は 1/30）
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第 16 図  高来小月堂遺跡 A 区 土坑実測図②（1/60）
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第 17 図  高来小月堂遺跡 A 区  出土遺物実測図（1/3）
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第 18 図  高来小月堂遺跡 B 区  遺構配置図①（1/250）
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第 19 図  高来小月堂遺跡 B 区  遺構配置図②（1/250）
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第 20 図  高来小月堂遺跡 B 区  1・2・3 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 21 図  高来小月堂遺跡 B 区  4 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 22 図  高来小月堂遺跡 B 区  5・6 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 23 図  高来小月堂遺跡 B 区  3・4 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）



第 24 図  高来小月堂遺跡 B 区  4 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 25 図  高来小月堂遺跡 B 区  5 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/60）
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第 26 図  高来小月堂遺跡 B 区  1・2 号掘立柱建物跡実測図（1/60）
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第 27 図  高来小月堂遺跡 B 区  3・4 号掘立柱建物跡実測図（1/60）
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第 28 図  高来小月堂遺跡 B 区  5・6 号掘立柱建物跡実測図（1/60）

32.8m 32.8m

32
.8
m

32.8m

32.7m

32
.7
m

32.7m

32.7m

―29―

1（SB-5）

2（SB-6）0                                                                                  2m



第 29 図  高来小月堂遺跡 B 区  7・8 号掘立柱建物跡実測図（1/60）
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第 30 図  高来小月堂遺跡 B 区  9・10 号掘立柱建物跡実測図（1/60）
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第 31 図  高来小月堂遺跡 B 区  11 号掘立柱建物跡実測図（1/60）
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第 32 図  高来小月堂遺跡 B 区  土坑実測図①（1/60）
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第 33 図  高来小月堂遺跡 B 区  土坑実測図②（1/60）
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第 34 図  高来小月堂遺跡 B 区  土坑実測図③・溝実測図（1/60）
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第 35 図  高来小月堂遺跡 B 区  土坑出土遺物実測図（1/3）
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ＳＤ－ 23

第 36 図  高来小月堂遺跡 B 区  土坑・溝出土遺物実測図（1/3）
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第 37 図  高来小月堂遺跡 B 区  柱穴出土遺物・表採遺物実測図（1/3）
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第 38 図  高来井正丸遺跡  遺構配置図①（1/250）
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第 39 図  高来井正丸遺跡  遺構配置図②（1/250）
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第 40 図  高来井正丸遺跡  遺構配置図③（1/250）
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第 41 図  高来井正丸遺跡  遺構配置図④（1/250）
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第 42 図  高来井正丸遺跡  遺構配置図⑤（1/250）
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第 43 図  高来井正丸遺跡  4・5 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 44 図  高来井正丸遺跡  竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 45 図  高来井正丸遺跡  1 号井戸実測図（1/60）

―49―

1（SE-1）

35.0m

35
.1
m

0                                                     

0                                                                                  2m



第 46 図  高来井正丸遺跡  1 号井戸出土遺物実測図（1/3）

ＳＥ－２とＳＥ－１

―50―

1（SE-1）

3（SE-1）

2（SE-1）

4（SE-1 ②）

5（SE-1 ⑥）

8（SE-1 ⑦）

9（SE-1 ⑦）

6（SE-1 ⑦）

7（SE-1 ⑦）

0                                                     10㎝



第 47 図  高来井正丸遺跡  2 号井戸出土遺物実測図（1/3）

―51―

1（SE-2）

2（SE-2）

3（SE-2）

4（SE-2）

5（SE-2）

6（SE-2 ①）

7（SE-2 ②）

9（SE-2 ④）

10（SE-2 ⑤）

8（SE-2 ③） 11（SE-2 ⑥）

0                                                     10㎝



第 48 図  高来井正丸遺跡  土坑実測図①（1/60）

32.3m

31.9m

30.0m

SK-15

SK-14

SD-31

―52―

33.4m

33.4m

33.4m

34.1m

34.1m

34.2m

34.4m

34.5m

33.0m

34.2m

34.1m

35
.0
m

2（SK-14）

3（SK-15）

4（SK-22）

5（SK-33）

6（SK-34）
7（SK-35）

8（SK-43）

9（SK-44）

10（SK-45）

11（SK-49）

12（SK-56）

13（SK-59）

1（SK-1）

0                                                                                  2m



ＳＫ－ 61

第 49 図  高来井正丸遺跡  土坑実測図②（1/60） 

35.1m

35.3m

35.1m

―53―

1（SK-61） 2（SK-62）
3（SK-65）

0                                                                                  2m



第 50 図  高来井正丸遺跡  土坑出土遺物実測図①（1/3）

―54―

1（SK-10 ①～⑤）

5（SK-14 ①）

10（SK-35 ①）

11（SK-35 ②）

12（SK-35 ③）
2（SK-11 ①）

3（SK-11 ②）

4（SK-11 ③）

14（SK-43 ①、⑤）

15（SK-43 ②）

6（SK-15 ①）

7（SK-15 ②）

8（SK-15 ⑤）

16（SK-43 ③）

9（SK-35）

13（SK-36 ②）      

17（SK-43 ⑥）

18（SK-43 ⑦）

20（SK-49）

19（SK-44 ①）

0                                                     10㎝



第 51 図  高来井正丸遺跡  土坑出土遺物実測図②（1/3）

―55―

1（SK-56 ② ④）

20 （SK-61 ベルト内）
16（SK-61 ㉜）

8（SK-61 ⑧）

3（SK-61 ①）

4（SK-61 ②）

12（SK-61 ㉔）

14（SK-61 ㉘）

5（SK-61 ④ № 1）

6（SK-61 ④ № 2）

10（SK-61 ⑳）

9（SK-61 ⑰）

17（SK-61 ㉝）

18（SK-61 ㉞）

19（SK-61 ㊱）

11（SK-61 ㉒）

13（SK-61 ㉕）

15（SK-61 ㉛）

7（SK-61 ⑦）

2（SK-60）

0                                                     10㎝



第 52 図  高来井正丸遺跡  掘立柱建物跡実測図①（1/60）

―56―

1（SB-1）

2（SB-8）

31.7m

32.2m

32.3m

32
.3
m

32.4m

32.4m

32.4m

32
.4
m

0                                                                                  2m



調査区②空撮写真　掘立柱建物跡群

第 53 図  高来井正丸遺跡  掘立柱建物跡実測図②（1/60）

32.0m

32.0m

32.0m

32
.0
m

―57―

1（SB-13）
0                                                                                  2m



第 54 図  高来井正丸遺跡  柱穴出土遺物実測図①（1/3）

―58―

11（P-1038）

12（P-1038）

13（P-1128）

15（P-1197）

16（P-1198 ①）

17（P-1202 ①）

18（P-1258）

2（P-127）

3（P-174）
4（P-545）

1（P-60）

6（P-814）

7（P-885）

8（P-890）

9（P-895）

10（P-992）

5（P-578）

14（P-1189）

19（P-1286）

20（P-1392）

0                                                     10㎝



Ｐ 1701 とＳＫ 33

第 55 図  高来井正丸遺跡  柱穴出土遺物実測図②（1/3）

―59―

1（P-1395）

3（P-1525）

4（P-1553）

5（P-1558 （1））

6（P-1558 （2））

7（P-1568）

8（P-1596）

9（P-1700）

10（P-1701）

11（P-1702）

2（P-1413）

0                                                     10㎝



第 56 図  高来井正丸遺跡  溝出土遺物実測図（1/3）

―60―

1（SD-15）
2（SD-17）

3（SD-54）

7 （SD-55 ㉔）

5（SD-55 ⑩）

4（SD-55 ③）

6（SD-55 ㉓）

8（SD-56 ⑤）

9（SD-57 ①）

10（SD-57 ③）

11（SD-57 ④）

0                                                     10㎝



第 57 図  高来井正丸遺跡  SX 出土遺物実測図①（1/3）

―61―

2（SX-1 ①）

4（SX-1 ①）

7（SX-1 ⑥）

10（SX-1 ⑧）

1（SX-1）

3（SX-1 ①）

5（SX-1 ⑤）

6（SX-1 ⑥）

9（SX-1 ⑦）

11（SX-3）

13（SX-5）

14（SX-5）

12（SX-5）

15（SX-5 ①）

16（SX-5 ⑨）
17（SX-5 ⑩） 18（SX-5 ⑫）

8（SX-1 ⑥）

0                                                     

0                                                     10㎝



第 58 図  高来井正丸遺跡  SX 出土遺物実測図②・包含層出土遺物実測図（1/3）

―62―

13（SX-T ①）

3（SX-6 ②）
4（SX-6 ②）

8（SX-6 ⑦）

11（SX-6 ⑮）

2（SX-6 ①）

5（SX-6 ④）

6（SX-6 ⑤）

7（SX-6 ⑥）

9（SX-6 ⑧⑨⑬）

10（SX-6 ⑪）

1（SX-6）

12（SX-7）

14（包含層出土）

0                                                     10㎝



ＳＴ－１

第 59 図  高来井正丸遺跡  1 号墓実測図（1/30）

32.0m
32
.0
m

32.0m

32.0m

―63―

1（ST-1）

0                                                     

0                                                                                  1m



第 60 図  高来井正丸遺跡 1 号墓出土遺物実測図（1/3）

―64―

1（1 号土壙墓）

2（ST-1 ①） 3（ST-1 ②） 4（ST-1 ③） 5（ST-1 ④）

6（ST-1 ⑤） 

0                                                     10㎝



―65―

第 61 図  高来殿屋敷遺跡  遺構配置図①（1/150）

SK-1

SK-4

SK-3

SK-2

50.000

50.250

50.500

50.750

50
.2

50

50.000

50.750

50
.0

00

0 10m

0                                                     



―66―

第 62 図  高来殿屋敷遺跡  遺構配置図②（1/150）

SD-3

SD-2

SD-1

SK-5

46.000

46.250

46.500

0 10m

46.500

46.250
46.000

46.750

45.500

45.500



―67―

第 64 図  高来殿屋敷遺跡  遺構配置図④（1/150）

第 63 図  高来殿屋敷遺跡  遺構配置図③（1/150）

SD-5

SD-6

SD-7

SD-8

SD-9

SD-10

45.000

44.750

44.750

SK-8

45.000

SD-4

SK-6

SK-7

43.250

43
.2

50

0

0

10m

10m



第 65 図  高来殿屋敷遺跡  土坑実測図（1/60）

―68―

1（SK-1）

2（SK-2）

3（SK-3）4（SK-6）

5（SK-7）
50.7m

50.7m

50.9m

m9.05

m1.15

51
.1
m

43.5 m

43.5m

0                                                                                  2m



第 66 図  高来殿屋敷遺跡  溝・柱穴出土遺物実測図（1/3）

―69―

1（SD ①） 6（SD-1 ⑦）

7（SD-1 ⑧）

5（SD-1 ⑥）

8（SD-1 ⑨）

10（P-1）

2（SD-1 ②・④、02- ②）

3（SD-1 ③）

4（SD-1 ⑤）
9（SD-2 ①）0                                                     10㎝



第 67 図  高来殿屋敷遺跡  土坑出土遺物実測図（1/3、4・5 は 1/6）

―70―

2（SK-2 ③）
3（SK-2 ④）

1（SK-2 ①）

4（SK-6）

5（SK-7 ① /SK-7 ②）

0                                                     10㎝
（20㎝）（1/6）

　　　　1/3
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第６表　高来小月堂遺跡Ａ区　出土遺物一覧
挿図番号 出土地点 種別 器種 法量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残存 備考

17-1 住-1 石製品 石斧
長 さ：13.25 
幅：5.9 
厚さ：1.8

内： 
外： ― ― ― ほぼ完形 緑色片岩

17-2 住-2 石製品 石包丁
長さ：9.05 
幅：25.3 
厚さ：1.15

内： 
外： ― ― ― 刃部の 

両端部のみ欠損 ―

17-3 住-2 石製品 石包丁
長さ：3.5 
幅：13.2 
厚さ：0.75

内： 
外： ― ― ― ほぼ完形： ―

17-4 住-2 石製品 叩石
長さ：11.35 
幅：5.3 
厚さ：3.9

内： 
外： ― ― ― ほぼ完形 全体の 

約1/2が赤化

17-5 住居-3号 ① 弥生土器 鉢 復元口径：16 
器高：6.3

内：ナデ 
外：ナデ 不良

微細の砂粒 
2mm ～ 4mmの 
白い細礫を含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 全体の1/3残存 ―

17-6 住居-4 ① 弥生土器 鉢 口径：7.1 
器高：4.05

内：ナデ 
外：ナデ

不良 
（赤焼）

微細の砂粒 
1mm ～ 2mmの 
白い粗砂を 
多量に含む

内：黄褐10YR5/6 
外：鈍り黄橙10YR6/4 全体の1/4欠損 底部に歪み有り 

不安定

17-7 SD-1 弥生土器 小型甕 口径：11.4 
器高：17.6

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 4mmの 
白色砂粒を 
多く含む

内：橙7.5YR6/6 
外：浅黄橙7.5YR8/4 ～ 
　　橙6/6

ほぼ完形 
（口縁部の 

 一部破損）
黒班あり

17-8 SD-1 弥生土器 壺 口径：10.8 
器高：14.7

内：ナデ 
外：ナデ→　　
ハケメ

不良
微細な砂粒と 
白い細礫を 
多量に含む

内外：橙5YR6/6 基部～口頸部・ 
口縁にかけて全損 ―

17-9 SD-1② 弥生土器 小甕 復元口元：14.4 
器高：17.1

内：ナデ 
外：ナデ 不良

微細な砂粒と 
白い細礫を 
多量に含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 口縁～ 
頸部1/3欠損

底部に歪みあり 
内面口縁の一部 
胴部の中位～ 
底部黒班 
外面1/5に黒班

17-10 SK-2 弥生土器 広口壺 残存器高：6.8 内： 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を多く含む 内外：浅黄橙10YR8/4 口縁部 

破片のみ残存 ―

17-11 SK-1 弥生土器 小型 
甕底部

残存器高：6.5 
底径：7.1

内：ハケメ 
外： 不良 微細～ 2mmの 

白色粗砂を含む

内：鈍い黄橙 
　　10YR7/2 
外：赤10R5/6 ～ 
　　鈍い橙5YR6/4

底部のみ残存 ―

17-12 P-111 弥生土器 広口壺 残存器高：8.75 
復元口径：24.4

内： 
外：

不良 
（赤焼）

微細な砂粒に 
2mm ～ 7mmの 
礫粒を含む

内外：橙5YR6/6 口縁部～ 
頸部が1/2残存 ―

17-13 P-21 時代不明 
土錘

棒状 
有孔

長さ：5.1 
幅：1.3

内： 
外： 不良

微細な砂粒 
1 ～ 4mmの 
細礫を含む

内外：明黄褐10YR6/6 両端一部欠損 ―

色調は以下の文献による。
小山正忠・竹原秀雄編著『新版　標準土色帖』1995 年版
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第７表　高来小月堂遺跡Ｂ区　出土遺物一覧１
挿図番号 出土地点 種別 器種 法量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残存 備考

23-1 住居-3 ② 弥生土器 壺の 
底部 残存器高：4.2 内： 

外： 不良
微細～ 1mmの砂粒 
黒色・白色の 
2 ～ 5mmの 
細礫を多く含む

内：橙7.5YR6/6 
外：橙2.5YR6/8

体部下位 
1/2残存 
底部中心 
一部欠損

―

23-2 住居-3 ② 弥生土器 小鉢 残存器高：4.3 
口径：8.2

内：ナデ 
外：ナデ 不良

微細な砂粒と 
1mm ～ 5mmの 
細礫を多く含む

内外：橙7.5YR6/6
口縁部～ 
体部上位 
一部欠損

口縁部～ 
底部にかけて 
一部黒班あり

23-3 住居-3号P12 弥生土器 鉢 残存器高：6.0 
口径：14.0

内：ハケメ 
外：ナデ 不良 微細～ 2mmの 

白色粗砂を含む 内外：鈍い黄橙10YR7/4 口縁部の1/3破損 ―

23-4 住居-4 Ⓐ 須恵器 坏蓋 残存器高：3.05 
復元口径：14.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細な砂粒と 
0.5 ～ 1mmの 
白および 
黒い粒を含む

内：灰白N7/ 
外：黄灰2.5Y6/1

口縁部～ 
体部上位にかけて 
1/5残存

―

23-5 住居 4 Ⓒ 須恵器 坏 
破片 残存器高：5.5

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ→ナデ
良好 微細～ 1.5mmの 

白色砂粒を含む 内外：灰N6/ 口縁部、 
破片のみ残存 ―

23-6 住居-4E 須恵器 坏蓋 口径：13.7 
器高：4.2

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ→ナデ
良好 細砂 内外：青灰5B5/ 完形 ―

23-7 住居-4F 須恵器 坏蓋 口径：13.8 
器高：4.2

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ
良好 微細～ 3mmの 

白色細礫を含む 内外：青灰5B6/1 完形 
（口縁の一部破損） ヘラギリ調整

23-8 住居-4 G 須恵器 埦蓋 器高：4.0 
口径：13.4

内： 回転ヘラケズ
リ

外： 回転ヘラケズ
リ後ナデ

良好
微細な砂粒に 
1mm ～ 3mmの 
白い粒が微量に 
含まれている

内外：灰N6/ 完形 ―

23-9 住居 4 ハリ床 須恵器 甕 残存器高：3.5 内：アテ具 
外：タタキ目 良好 微細な砂粒 内：灰2.5Y7/1 

外：灰黄2.5Y7/2
体部下位 
破片のみ残存 ―

23-10 住居 4 ハリ床 須恵器 甕 残存器高：3.5 内： 
外： 良好 微細な砂粒 内：灰2.5Y7/1 

外：灰黄2.5Y7/2
体部下位 
破片のみ残存 ―

23-11 住居-4 上層 須恵器 坏身 口径：14.8 
器高：4.1

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ
良好 微細～ 4mmの 

白色細礫を含む
内外：暗青灰5B 4/1 ～ 
　　　青灰5B5/1 全体の4/5残存 底部外面に 

ヘラ記号

24-1 住居 4 土師器 甑 残存器高:29.0 
口径:25.6

内：ナデ 
外： ナデ、ハケメ

やや 
不良

微細～ 3mmの 
細礫を含む 内外：浅黄橙7.5YR8/4

底部～ 
中位にかけて 
一部破損 

（全体の9/10残存）
―

24-2 住居-4 9 土師器 壺 残存器高：8.0 
復元口径：12.0

内： 
外：

やや 
不良

微細～ 3mmの 
白色砂粒を多く含む 内外：鈍い赤褐2.5YR5/4 口縁部～ 

中位の2/5残存 ―

24-3 住居-4 上層 須恵器 坏身 残存器高：4.3 
口径：14.3

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ
やや 
不良

微細な砂粒に 
白い砂粒を少量含む

内：オリーブ灰2.5GY6/ 
外：灰白N71 底部1/5欠損 ―

24-4 住居-4 上層 須恵器 坏身 口径：14.6 
器高：4.4

内： 
外：

やや 
不良

微細な砂粒 
白色粒を少量含む

内：褐灰7.5YR 5/1 
外：灰N6

口縁～ 
体部上位 
2/5欠損

―

25-1 住居-5 須恵器 坏身 口径：13.6 
器高：3.6

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ
やや 
不良

微細～ 2mmの 
白色 粗砂を含む 内外：灰白7.5Y7/1 完形 ―

25-2 住居-5号 弥生土器 支脚 残存器高：7.6 
底径：11.0

内：指オサエ 
外：指オサエ

やや 
不良

微細～ 5mmの 
白色砂粒を含む 内外：明赤褐5YR5/8 脚部の1/2残存 ―

25-3 住居-5 土師器 壺 残存器高：10.5 
復元口径：12.6

内：ナデ 
外：ナデ 不良 微細～ 3mmの 

白色砂粒を多く含む
内：鈍い黄橙10YR6/3 
外：鈍い橙5YR7/4

口縁部～ 
中位にかけて 
1/2残存

―

25-4 住居 5 土師器 甕 残存器高：10.5 内： 
外：

やや 
不良

微細～ 5mmの 
砂粒を含む

内：橙7.5YR6/6 
外：橙7.5YR7/6

口縁部～ 
中位にかけて 
一部残存

―

25-5 住居 5 
かまど ④ 土師器 小型 

甕
残存器高：19.0 
復元口径：13.4

内： 
外：ハケメ

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を含む

内：鈍い黄橙10YR6/3 
外：橙2.5YR6/8 全体の1/4残存 ―

25-6 住居-5号M4① 須恵器 坏身 復元口径：15.0 
残存器高：3.1

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ、ナデ
良好 微細～ 1mmの 

白色粗砂を少量含む 内外：灰N6/ 全体の1/4残存 ―

35-1 SK-1 土師器 坏 残存器高：14.2 
復元口径：3.7

内：ミガキ 
外：ミガキ

やや 
不良

微細～ 3mmの 
砂粒を少量含む 内外：鈍い黄橙10YR7/3 全体の1/2残存 ―

35-2 SK-1 須恵器 坏身 残存器高：2.7 内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 0.5mmの 

砂粒を少量含む 内外：灰10Y6/1 口縁の 
一部のみ残存 ―

35-3 SK-1 石製品 石包丁
最大長：8.2 
最大幅：4.3 
最大厚：6mm

内： 
外： ― ― 赤灰2.5YR4/1 約2/3残存 赤紫色凝灰岩

35-4 SK-7 須恵器 坏蓋 残存器高：2.5 
復元口径：7.4

内： 回転ヘラケズ
リ、ナデ

外：回転ナデ
良好 微細～ 0.5mmの 

砂粒を少量含む 内外：灰白N7/ 全体の2/3残存 ―

35-5 SK-11 須恵器 提瓶 残存器高：5.13 内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒や黒色粒を 
多量含む。 
微細な雲母を 
少量含む。

中央：灰N6/ 
下部：灰白5Y7/1 
上部：褐灰10YR5/1 
裏：灰白2.5Y7/1

口縁端部～ 
口頸部の 
破片が残存。

各部損傷が 
激しい。

35-6 SK-11 弥生土器 甕 残存器高：2.65 内： 
外：

やや 
不良

微細～ 3mm程度の 
砂粒や黒色粒や 
雲母を含む。

内外：明赤褐5YR5/6 底部の破片が残存。 表に対し、 
裏の風化が激しい。

35-7 SK-11 須恵器 蓋 残存器高：4.95 
復元口径：12.8

内：回転ナデ 
外； 回転ヘラケズ

リ、回転ナデ
やや 
不良

微細な砂粒を 
少量含む

内：灰N5/ 
外：灰N6/ 口縁部1/4残存 外面の 

損傷が激しい

35-8 SK-11 須恵器 坏身 残存器高：2.3 内：ナデ 
外：ナデ 良好 微細な砂粒を含む。 内外： 口縁部上位の 

破片が残存。 ―

35-9 SK-13 石製品 打製 
石斧

長さ：13.9 
幅：6.15 
厚さ：1.35

内： 
外： ― ― ― ほぼ完形 裏面は剥離により 

調整なし

35-10 SK-13 瓦 平瓦
残存長：9.9 
残存幅：9.0 
残存厚：2.2

内： 
外： 良好

微細な砂粒に 
1mm ～ 3mmの 
白色粒が微量に 
含まれる

凹面：灰褐7.5YR6/2 
凸面：橙5YR6/6 破片のみ残存 ―

35-11 SK-13 土師器 小皿 残存器高：1.2 
口径：8.2

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を少量含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 

（口縁の一部破損） ―

35-12 SK-14 ⑩ 土師器 甑 
把手 ― 内： 

外：
やや 
不良

微細な砂粒に 
白色粒と粗礫を 
多く含む

橙5YR6/6 把手のみ ―
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35-13 SK-18 ① 須恵器 甕 残存器高：5.9 
復元口径：16.4

内：回転ナデ 
外：ナデ 不良 微細～ 3mmの 

砂粒を少量含む 内外：灰白7.5Y8/1 口縁部の1/3残存

35-14 SK-19 石製品 石鏃
長 さ：2.96 
幅：2.2 
厚 さ：0.5

内： 
外： ― 安山岩 ― 完形 ―

36-1 SK-22 ① 弥生土器 甕蓋形 
土器

残存器高：7.0 
底径：6.4

内： 
外：

やや 
不良

微細～ 1mmの 
砂粒を含む

内：浅黄橙7.5YR8/4 
外：鈍い橙5YR6/4 ～ 
　　橙7.5YR7/6

つまみ部～ 
胴部中位にかけて 
残存

―

36-2 SK-22 ⑤ 弥生土器 甕 残存器高：4.4 
復元口径：24

内： 
外：

やや 
不良

微細～ 3mmの 
砂粒を多く含む

内：浅黄橙10YR8/4 ～ 
　　灰白10YR8/1 
外：浅黄橙7.5YR8/4 ～ 
　　灰白7.5YR8/1

口縁部の1/5残存 ―

36-3 SD-15⑫ 須恵器 坏身 
破片 残存器高：3.4

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ、ナデ
良好 微細～ 2mmの 

砂粒を含む
内：青灰5PB5/1 
外：青灰5PB6/1 全体の1/8残存 ―

36-4 SD-19 弥生土器 鉢 残存器高：8.2 
復元口径：17

内：ハケメ 
外：ナデ

やや 
不良

微細な砂粒に 
2mm ～ 4mmの 
細礫を多く含む

内：橙7.5YR6/6 
外：橙7.5YR7/6

口縁部～ 
体部中位にかけ 
1/3欠損

―

36-5 SD-20 土師器 小皿 残存器高：1.4 
口径：8.8

内：ロクロナデ 
外：ロクロナデ 良好 微細～ 2mmの 

砂粒を含む 内外：橙7.5YR6/6 完形 ヘラギリ未調整

36-6 SD-20 須恵器 高坏 残存器高：3.3 
復元口径：8.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 1mmの 

砂粒を少量含む
内：灰白2.5Y7/1 
外：青灰10BG5/1 口縁部の1/4残存 ―

36-7 SD-20 須恵器 坏身 残存器高：3.5 内：回転ナデ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細～ 1mmの 
砂粒を少量含む

内：灰白10Y7/1 
外：青灰10BG6/1 口縁の一部のみ残存 ―

36-8 SD-23 石製品 砥石？
最大長：13.1 
最大幅：14.0 
厚さ:2.05

内： 
外： ― ― ― 13cm程の破片 ―

37-1 P-80 弥生土器 壺 残存器高：6.8 内：ナデ 
外：ナデ 不良

微細な砂粒と 
2mm ～ 4mmの 
白い細礫を多く含む

内外：褐7.5YR4/6
口縁部～ 
体部下位にかけて 
2/3欠損

底部に 
歪みあり不安定 
体部下位～ 
底部にかけ黒斑あり

37-2 P-94 須恵器 坏身 残存器高：4.5 
復元口径：13.2

内：回転ナデ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細～ 2.5mmの 
砂粒を少量含む 内外：灰白10Y7/1 全体の1/5 残存 ヘラギリ未調整

37-3 P-98 瓦器 埦 復元口径：15.7 
残存器高：6.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 不良 微細～ 2mmの 

白色砂粒を少量含む
内：灰白2.5Y7/ ～ 
     灰黄2.5Y7/2 
外：灰白2.5Y7/

全体の3/5残存 ―

37-4 P171 弥生土器 高杯 
脚部

残存器高：15.2 
底径：17.6

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 4mmの 
白色砂粒を含む

内：明褐7.5YR5/6 ～ 
　　鈍い黄褐10YR5/4 
外：明褐7.5YR5/6 ～ 
　　黄褐10YR5/6

脚部の1/2残存 穿孔、 
一ヶ所有り

37-5 P-198 須恵器 坏蓋 残存器高：4.2 
復元口径：13.0

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラケズ

リ、ナデ
良好 微細～ 1.5mmの 

砂粒を少量含む 内外：灰白N7/ 全体の1/3残存 ―

37-6 P-225 石製品 打製 
石斧

長さ：11.55 
幅：6.3 
厚 さ：2.5

内： 
外： ― ― ― 完形 ―

37-7 P-238 石製品 石包丁 
未製品

長さ：5.05 
幅：10.8 
厚さ：0.9

内： 
外： ― 頁岩 ― 完形

頁岩 
裏面、 
ほぼ剥離

37-8 P-257 土錘 棒状 
有孔

長さ：4.3 
幅：1.1

内： 
外： 良好 微細～ 1.5mmの 

粗砂を含む 内外：鈍い黄橙10YR7/4 両端一部欠損 ―

37-9 P-275 石製品 磨製 
石斧

長さ：5.0 
幅：4.8 
厚さ：1.2

内： 
外： ― 蛇紋岩 ― 刃部残 蛇紋岩

37-10 P-446 石製品 石包丁
最大長：6.2 
最大幅：3.4 
最大厚：4mm

内： 
外： ― ― 灰N6/ 約1/3残存 ―

37-11 P-623 石製品 石庖丁
最大長：13.8 
最大幅：5.3 
最大厚：7.5 
孔 間：1.8

内： 
外： ― ― 暗青灰5PB4/1 完形 ―

37-12 P-860 バ 土師器 小皿 残存器高：1.3 
口径：8.8

内： 
外： 不良 微細～ 3mmの 

砂粒を含む
内外：明赤褐2.5YR5/8 
　　　～浅黄橙7.5YR8/3 ほぼ完形 ―

37-13 P-936 須恵器 坏身 残存器高：2.5 
復元口径：10.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細～ 3mmの 
白色砂粒を含む 内外：灰N6/ 全体の4/5残存 ヘラギリ未調整

37-14 P-944 土師器 小皿 残存器高：1.55 
復元口径：9

内：回転ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細な砂粒に 
白色赤色の 
1 ～ 2mmの粒を 
多く含む

内外：橙7.5YR6/6 全体の約1/2残存 ―

37-15 P-944 土師器 小皿 残存器高：1.3 
復元口径：9

内：回転ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細な砂粒に 
1mm ～ 2mmの 
白色・赤色粒も 
多く含む

内：橙5YR6/6 
外：鈍い黄橙10YR6/4 口縁部が1/3欠損 ―

37-16 P-944 土師器 小皿 残存器高：1.5 
復元口径：9.3

内：回転ナデ 
外：回転糸切り 良好

微細な砂粒に 
1 ～ 2mmの白色粒を 
少量含む

内外：黄褐10YR5/6 口縁部が1/4欠損 外面の一部に 
黒班あり

37-17 P-944 土師器 小皿 残存器高：1.3 
復元口径：9.6

内：回転ナデ 
外：回転糸切り

やや 
不良

微細な砂粒に 
白色、黒色、 
赤色粒を多く含む

内外：明褐7.5YR5/8 全体の2/5残存 ―

37-18 P-975 バ 土師器 小皿 残存器高：1.5 
口径：8.6

内： 
外： 良好 微細～ 3mmの 

砂粒を多く含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 ほぼ完形 ―

37-19 P-1039 土師器 小皿 器高：1.25 
復元口径：9.2

内：回転ナデ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細な砂粒に 
1mm ～ 3mmの白色粒、 
赤色粒、金雲母など 
少量含む

内：明褐7.5YR5/6 
外：橙7.5YR6/6

口縁部が 
全体の1/4欠損 ―

37-20 表採 須恵器 高杯 残存器高：8.2 
底径：9.5

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 1mmの 

白色砂粒を少量含む
内：灰白N7/ 
外：灰6/

脚部の一部破損、 
杯部1/5残存 ―

37-21 表採 須恵器 高杯? 
脚部

残存器高：5.2 
底径：12.2

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　ケズリ

良好 微細～ 2mmの 
砂粒を少量含む 内外：青灰5PB5/1 脚部のみ残存 穿孔、 

3 ヶ所有り

37-22 表採 石製品 石包丁
長さ：5.25 
幅：9.35 
厚さ：0.7

内： 
外： ― ― ― 全体の1/2残 ―
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44-1 住居 1 ① 陶器 (?) 残存器高：6.25 内：指オサエ後ナデ
外：回転ナデ 良好 微細な砂粒吸水性の 

ある粘土
内：灰黄褐10YR6/2 
外：灰黄2.5Y6/2 (?) ―

44-2 住居-1② 白磁 碗Ⅳ類
復元口径：17.0 
器高：5.8 
高台径：7.7

内：施釉 
外：施釉 良好

灰白 N 8/ 
微細な砂粒と 
黒色粒を少量含む

有色不透明（灰白5Y7/2） 
釉厚は全体的に 
薄くかかっているが 
見込みの凹み付近や、 
外面の口縁部には 
釉厚が増し、 
1 ～ 3mm大の気泡が 
見受けられる。

口縁～体部中位 
2/3欠損

内面に一部釉の 
かかっていない 
箇所あり。

44-3 住居 1 ③ 白磁 碗 残存器高：4.2 
復元口径:14.6

内：施釉 
外：施釉 良好 微細な砂粒 釉：明オリーブ灰2.5GY7/1 

　　ガラス質で光沢あり 全体の約1/6残存 口禿げ

44-4 住居 1 ③ 白磁 皿 器高：3.1 
復元口径：10

内：施釉 
外：施釉 良好 微細な砂粒

釉：明オリーブ灰2.5GY7/1 
　　ガラス質で光沢あり、 
　　気泡数ヵ所あり、 
　　高台部分 
　　釉ムラ（ダレ）ある 
素：鈍い黄橙10YR7/3

全体の約3/4残存 口禿げ

44-5 住居 1 ③ 土師器 小皿 残存口径：9.6 内： 
外：回転糸切り 良好 微細～ 2mm大の 

砂粒を含む
内：鈍い黄橙10YR7/4 
外：鈍い黄橙10YR7/3

口縁部～体部 
1/4残存 ―

44-6 住居 1 ④ 青磁 碗 残高器高：5.8 内：施釉 
外： 良好 微細な砂粒を 

若干含む 釉：明緑灰7.5GY7/1
口縁部～ 
体部中位に 
かけて残存

―

44-7 住居-2 ② 土師器 羽釜 残存器高：10.4 
復元口径：29.4

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細な砂粒に 
金雲母を多く含む

内：黒褐2.5Y3/2 
外：暗灰黄2.5Y5/2

口縁～ 
体部中位にかけて 
1/5残存

―

44-8 住居-2　Ｇ 石製品 不明
最大長：5.1 
最大幅：3.25 
最大厚：1.05

内：ケズリ 
外：ケズリ ― ― 灰白7/ わずかに残存 滑石

44-9 住居-2　Ｇ 石製品 砥石
最大長：11.65 
最大幅：4.1 
最大厚：1.4

内： 
外： ― ― 灰5Y5/1 完形 貢岩

44-10 住居 2 溝 須恵質 
土器 捏鉢 残存器高：4.15 内：回転ナデ 

外：回転ナデ 良好 微細な砂粒に 
白色粒を少量含む

内：灰N6/ 
外：灰N5/

口縁部～ 
体部上位にかけて 
1/10残存

―

44-11 住居 3 ① 龍泉窯系 
青磁 碗 残存器高：3.85 

復元口径：12.8
内：施釉 
外：施釉 良好 微細な砂粒 内外：鈍い黄2.5Y6/3 底部～高台にかけて 

2/5残存 蓮弁文

44-12 住居 3 P-18 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.1 
幅： 9mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの粗砂を 

少量含む 内外：明赤褐5YR5/6 両端一部欠損 ―

44-13 住居-4 瓦質土器 すり鉢 復元口径：30.0 
残存器高：10.4

内：ハケメ 
外：ナデ消し、
　　ハケメ

不良 微細～ 2mmの 
砂粒を多量含む。

内：褐灰7.5YR6/1 ～ 
　　暗灰N3/ 
外：灰N4/ ～ 
　　褐灰7.5YR6/1 
断：黄灰2.5Y5/1

口縁～体部1/3残存 口縁部内面に 
帯状の剥離あり

44-14 住居-4 瓦質土器 鉢 残存器高：7.3 内：ハケメ 
外：ハケ後ナデ消し 普通 微細～ 2mmの 

砂粒を多量含む。

内：灰白2.5Y7/1 ～ 
　　灰N4/ 
外：黄灰2.5Y6/1 ～ 
　　暗灰N3/ 
断：灰N4/

口縁～体部上位 
1/8残存 口縁部 黒班あり

44-15 住居-4 瓦質土器 鉢 残存器高：7.7 内：ハケメ 
外：ハケメ、ナデ 良好

微細な黒色粒、 
砂粒を多量含む。 
微細な雲母を少量含む。

内外：共に灰白2.5Y8/1 口縁～体部上位の 
破片が残存。 ―

44-16 住居 4 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.5 
幅：9mm

内： 
外： 良好 微細な細砂を含む 内外：浅黄橙10YR8/3 完形 ―

44-17 住居 4 ① 土師器 坏 残存口径：10.4 内：ナデ 
外：回転糸切り 良好 微細～ 2mm大の 

砂粒を含む 内外：橙5YR6/6 口縁部～ 
体部中位 欠損 ―

44-18 住居-4 ② 須恵器 ― ― 内：ナデ 
外：ナデ 良好 微細～ 2mm大の 

砂粒を含む
内：灰N4/ 
外：灰10Y6/1

口縁部～体部中位 
一部残存 ―

44-19 住居 4 ④ 土師器 小皿 口径：7.4 
高さ：1.4

内：回転ナデ 
外：回転糸切り 良好 微細～ 2mm大の 

砂粒含む
内：橙5YR6/6 
外：橙7.5YR6/6

口縁～ 
体部1/4欠損 ―

44-20 住居 4 ⑤ 瓦質土器 ― 残存器高：4.5 内：ナデ 
外：ナデ 不良 微細な砂粒 内外：灰白2.5Y8/1 口縁部のみ残存 ―

44-21 住居 4 ⑥ 土師器 小皿 器高：0.95 
口径：7.4

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細な砂粒に 
白色粒金雲母を含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 全体の4/5残存 ―

44-22 住居 5 ④ 土師器 高杯 器高：13.9 
口径：15.4

内：ナデ 
外：ヘラ削り後ナデ

やや 
不良

微細な砂粒に白色粒、 
2mm ～ 4mmの 
細礫を含む

内外：橙5YR6/6 口縁と脚部の下位が 
一部欠損 ほぼ完形

脚部貼り付けと 
思われる 

（摩耗の為不明）

46-1 SE-1 石製品 温石
最大長：10.65 
最大幅：8.1 
最大厚：2.2

内： 
外： ― ― 灰白10YR7/1、 

黒10YR2/1 全体の1/6欠損 滑石

46-2 SE-1 土師器 坏 残存器高：2.9 
口径：13.2

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 2mmの 
砂粒を少量含む 内外：灰5Y6/1 全体の1/2残存 糸切り未調整

46-3 SE-1 土師器 坏 残存器高：4.1 
復元口径：13.2

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 0.5mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：橙7.5YR6/6 全体の3/5残存 ―

46-4 SE-1 ② 土師器 坏 残存底径：6.3 内： 
外：

やや 
不良

微細な砂粒に 
黒・金雲母と 
白色粒を微量に含む

鈍い橙7.5YR6/4 底部8/9残存 ―

46-5 SE-1⑥ 瓦質土器 鉢 復元口径：27.2 
残存器高：5.7

内：ハケメ 
外： ハケメ後ナデ

消し
良好 微細な砂粒を少量、 

雲母を微量含む。
内：黄灰2.5Y6/1 
外：褐灰10YR5/1 ～ 
　　暗灰N3/

口縁部 1/5残存 外面 スス付着。

46-6 SE-1 ⑦ 土師器 坏 残存器高：4.1 
口径：13.6

内：ナデ 
外：ナデ 良好

微細～ 1mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 
（口縁の一部破損） 糸切り未調整

46-7 SE-1 ⑦ 土師器 坏 残存器高：3.9 
復元口径：12.6

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 1mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い黄褐10YR5/4 全体の1/2残存 糸切り未調整

46-8 SE-1 ⑦ 土師器 小皿 残存器高：1.3 
口径：7.7

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細～ 1mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 完形 糸切り未調整

46-9 SE-1 ⑦ 土師器 小皿 残存器高：1.6 
口径：7.6

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細～ 0.5mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 完形 
（口縁の一部破損） 糸切り未調整

47-1 SE-2 瓦質土器 提鉢 残存器高：12.2 
復元底経：13.4

内：ナデ 
外：ハケメ 良好 微細～ 3mmの 

白色砂粒を含む
内：灰白2.5Y8/1 
外：灰N6/ 全体の1/6残存 ―
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47-2 SE-2 土師器 小皿 残存器高：1.3 
口径：7.9

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 1mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 口縁の1/2程度、 
破損 ―

47-3 SE-2 土師器 坏 残存器高：2.6 
復元口径：11.6

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 1mmの砂粒、 
金雲母を含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 全体の1/3残存 糸切り未調整

47-4 SE-2 土師器 坏 残存器高：3.5 
復元口径：12.2

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 1.5mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い橙7.5YR6/4 全体の2/5残存 板状圧痕

47-5 SE-2 土師器 坏 残存器高：2.1 
復元底径：7.0

内：ナデ 
外：ナデ 良好 微細～ 2mmの 

砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 底部の1/3残存 ―

47-6 SE-2 ① 土師器 坏 残存器高：3.6 
復元口径：12.2

内： 
外： 良好 微細～ 2mmの 

砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 全体の2/5残存 ―

47-7 SE-2 ② 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口径：8.1

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内外：鈍い黄橙10YR6/4 ほぼ完形 
（口縁の一部破損） ―

47-8 SE-2 ③ 土師器 坏 残存器高：2.4 
底径：7.4

内： 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 3mmの 
砂粒を含む

内：橙7.5YR6/6 
外：橙7.5YR6/6 ～ 
　　橙2.5YR7/8

底部のみ残存 ―

47-9 SE-2 ④ 土師器 坏 残存器高：2.0 
底径：6.8

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 10mmの 
礫を含む 内外：橙7.5YR7/6 底部の1/2程度 

残存 ―

47-10 SE-2 ⑤ 土師器 坏 残存器高：1.6 
底径：7.0

内：ナデ 
外：

やや 
不良

微細～ 3mmの 
白色砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 底部のみ残存 ―

47-11 SE-2 ⑥ 須恵質 
土器 捏鉢 残存器高：10.2 

復元口径：30
内：回転ナデ 
外：ナデ 良好

微細な砂粒と 
2mm ～ 6mmの 
礫粒を微量に含む

内外：灰5Y6/1 
口縁部一部：灰N4/

口縁部～ 
体部下位にかけて 
1/5残存

―

50-1 SK-10①～⑤ 土師器 坏
口径：13.15 
器高：3.9 
底径：7.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ+F45 良好

微細～ 0.1cmの 
金雲母を多量含む。 
微細～ 0.1cmの砂粒と 
赤褐色粒を少量含む。

内外：鈍い橙7.5YR6/4 ～ 
　　　褐灰7.5YR5/1 ほぼ完形

口縁部内面と 
底部外面に 
焼きムラか？

50-2 SK-11① 瓦質土器 鉢? 残高器高：5.7 内：ナデ 
外： 不良

微細な砂粒と 
1mm ～ 3mmの 
黒色粒・白色粒を 
微量に含む

内：灰白2.5Y8/1 
外：灰白2.5Y7/1

体部下位～ 
底部にかけて 
1/4残存

―

50-3 SK-11② 土師器 小皿 残存器高：1.2 
口径：7.5

内：ナテ  ゙
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細～ 1.5mmの 
白色砂粒、 
金雲母を含む

内：鈍い赤褐5YR5/4 
外：鈍い褐7.5YR5/3 口縁の一部破損 ―

50-4 SK-11③ 瓦器 埦 残存器高：2.85 内： 
外：ナデ

やや 
不良

微細な綱粒、 
白色の粗砂を多く含む 内外：灰N6/

体部解下位～ 
底部にかけて 
２/ ５残存

―

50-5 SK-14① 須恵器 坏蓋 残存器高：2.9 
口径：11.0

内：ナデ 
外： ヘラ切り後口

縁ナデ
良好

微細～ 1.5mmの 
白色砂粒、 
1mmの黒色粒を含む

内外：灰白7.5Y7/1 ほぼ完形 ―

50-6 SK-15① 須恵器 埦蓋 復元口径：14.2 
残存器高：2.25

内：回転ナデ 
外： 回転ヘラ削り、

ナデ
良好

微細な砂粒、 
1mm ～ 3mmの 
細礫を微量に含む

内：灰白N7/ 
外：灰N6/ 全体の1/4残存 ―

50-7 SK-15② 須恵器 高皿 
脚部?

残存器高：13.8 
残存器径：8.2

内：ナデ 
外：ナデ 良好 微細～ 2mmの 

黒色雲母を少量含む
内：褐灰10YR6/1 
外：灰白2.5Y7/1 脚部の上部のみ残存 ―

50-8 SK-15⑤ 須恵器 埦 残存器高：1.95 
高台径：9.0

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細な細粒 
0.5mm ～ 3mmの 
白い粒を少量含む

内外：灰白N7/ 底部2/5残存 ―

50-9 SK-35 土師器 坏
復元口径：13.1 
器高：3.15 
底径：7.9

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　ヘラ削り

良好 微細～ 1.5mmの砂粒と 
金雲母を少量含む。

内：鈍い黄橙10YR6/4 ～ 
　　灰黄褐10YR5/2 
外：鈍い黄橙10RY7/3

口縁～ 
体部中位ほぼ欠損

一部手持ちヘラケズ
リ

50-10 SK-35① 瓦器 埦 口径：16.0 
器高：5.9

内：回転ナデ、
　　ヘラミガキ 
外：回転ナデ

良好 微細～ 1mmの白色砂粒、 
黒色粒を少量含む

内：灰N5/ ～灰白N7/ 
外：灰N4/ ～ N5/ 完形

内面に重ね焼きの際、 
ついたと思われる。 
他土器の高台の 
圧痕あり 

（高台径、7.0cm程）

50-11 SK-35② 白磁 碗 残存器高：4.1 
高台径：6.1

内：施釉 
外：施釉

良好 
（低火度 

で焼成）
微細な砂粒

鈍い黄2.5Y6/3 
素：鈍い橙7.5YR6/4 
　　ガラス質で光沢あり

体部下位～ 
高台部にかけて残存 ―

50-12 SK-35③ 瓦器 埦
復元口径：16.6 
器高：6.1 

（高台径）：7

内：ヘラミガキ 
外：ヘラミガキ、
　　回転ナデ

不良 微細な砂粒 2mm ～ 4mmの 
細礫を多く含む 内外：灰白10YR8/1

口縁部～ 
体部下位にかけ 
全体の1/4欠損

内面に重ね焼きの 
際ついたと 
思われる他土器の 
高台の圧痕あり

50-13 SK-36　② 弥生土器 甕 
底部

残存器高：5.7 
復元底径：7.2

内： 
外：ハケメ 不良

微細な砂粒に1mmの 
白い砂粒と2mmの 
細礫を含む

内：鈍い褐7.5YR5/4 
外：鈍い橙5YR6/4

全体の底部が 
2/5残存 ―

50-14 SK-43①、⑤ 土師器 坏
口径：13.0 
器高：2.65 
底径：8.7

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 2mmの 
金雲母を多量含む。 
微細～ 2.5mmの砂粒を 
やや多量含む。 
微細な黒色粒ならびに 
赤褐色粒を少量含む。

内：鈍い黄橙10YR7/3 ～ 
　　褐灰6/1 
外：鈍い橙7.5YR7/4 ～ 
　　鈍い黄橙10YR7/2

口縁1/4と 
底部一部欠損

内外面に焼きムラ
か？ 
内面赤色顔料か？　
回転糸切り、板状圧
痕

50-15 SK-43② 土師器 坏
復元口径：13.2 
器高：2.5 
復元底径：8.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 1mmの 
金雲母を多量含む。 
微細～ 2mmの砂粒と微細な 
黒色粒を少量含む。

内外：鈍い橙7.5YR7/4 ～ 
　　　浅黄橙10YR8/3 1/2弱残存 歪みあり。回転糸切

り、板状圧痕

50-16 SK-43③ 瓦 丸瓦
残存長：6.0 
残存幅：6.5 
厚さ：1.5

内： 
外： 良好 微細な砂粒を少量含む。 凹凸面：暗青灰5B4/1 

断面   ：暗赤灰5B7/1 破片のみ残存 ―

50-17 SK-43⑥ 土師器 小皿
口径：8.2 
器高：1.1 
底径：6.3

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　回転糸切り

不良
微細～ 3mmの砂粒、 
微細な雲母を少量、 
1mm程の赤褐色粒を 
微量含む。

内：鈍い褐7.5YR6/3 
外：鈍い黄橙10YR7/3 ほぼ完形 歪みあり。

50-18 SK-43⑦ 土師器 坏
復元口径：12.0 
器高：3.35 
復元底径：7.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 1.5mmの 
金雲母を多量含む。 
微細～ 2mmの砂粒ならびに 
赤褐色粒、 
微細な黒色を少量含む。

内：鈍い黄橙10YR7/4 
外：鈍い黄橙10YR7/3 1/4残存

残存率少なく 
歪みがあるため、 
径は口縁部の 
平均的な箇所で 
わりだした。

50-19 SK-44① 瓦器 埦
口径：16.7 
器高：6.85 ～ 7.2 
高台径：7.95

内：ミガキ 
外：ミガキ 良好

微細～ 3mmの 
砂粒を多量含む。 
微細～ 2mmの 
金雲母を少量含む。 
微細～ 1mmの 
赤褐色粒を微量含む。

内外：鈍い黄橙10YR7/3 ～ 
　　　褐灰10YR4/1

口縁～ 
体部中位にかけ 
1/6欠損

歪みあり。

50-20 SK-49 土師器 坏
復元口径：12.0 
底径：6.8 
器高：3.4

内： 
外： 不良

微細な砂粒を少量、 
5mm程の礫、 
微細～ 2mmの赤褐色粒、 
微細な黒色粒を微量含む。

内外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 ―
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51-1 SK-56②④ 土師器 杯 復元口径：12.4 
器高：3.55

内：回転ナデ 
外：回転ナデ

不良 
（赤焼け）

微細な砂粒 1mm ～ 4mmの 
白い細礫を微量に含む 内外：橙5YR6/6 全体の1/3残存 ―

51-2 SK-60 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.1 
幅：1.05

内： 
外： 良好 微細～ 1mm大の 

粗粒を含む 内外：黒10Y2/1 完形 ―

51-3 SK-61 ① 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口径：8.1

内：回転ナデ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細な砂粒に白い 
0.5mm ～ 2mmの砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 ほぼ完形 ―

51-4 SK-61 ② 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口径：8.9

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 2mmの砂粒を含む
内：鈍い橙7.5YR7/4 
外：橙7.5YR7/6 ～ 
　　浅黄橙7.5YR8/3

口縁の一部破損 糸切り未調整、 
板状圧痕

51-5 SK-61 ④ 土師器 小皿 残存器高：1.35 
復元口径：8

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良 微細な砂粒 内外：鈍い橙7.5YR6/4 全体の4/5残存 ―

51-6 SK-61 ④ 土師器 小皿 残存器高：1.05 
復元口径：7.9

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

不良 微細な砂粒に 
金雲母を多く含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 全体の1/3欠損 ―

51-7 SK-61⑦ 土師器 坏 残存器高：3.0 
口径：13.2

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を多く含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 完形 糸切り未調整、 

板状圧痕

51-8 SK-61 ⑧ 瓦質土器 甕 残存器高：4.1 
復元口径：36

内：指押え後ナデ 
外：指押え後ナデ 良好

微細な砂粒に 
微細～ 1mmの 
白色粒を含む

内：灰N6/ 
外：灰白N8/ 口縁部1/4残存 ―

51-9 SK-61 ⑰ 滑石製 
石鍋 ― 残存器高：4.1 内： 

外： ― 滑石 内：灰白2.5Y7/1 
外：褐灰10YR4/1 口縁部が1/5残存 ―

51-10 SK-61 ⑳ 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口径：7.6

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 1mmの 
白色砂粒を少量、 
金雲母を含む

内：鈍い橙7.5YR6/4 
外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 ―

51-11 SK-61 ㉒ 中世 
土師器 坏 残存器高：2.75 

復元口径：13.8
内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸切り

不良
微細な砂粒に 
1mm ～ 2mmの 
白い砂粒を微量に含む

内：鈍い黄橙10YR6/3 
外：浅黄2.5Y7/3 全体の3/5残存 ―

51-12 SK-61 ㉔ 土師器 小皿 残存器高：1.2 
口径：8.4

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 1mmの 
砂粒を少量含む

内：鈍い橙7.5YR7/4 
外：橙7.5YR7/6 ほぼ完形 糸切り未調整

51-13 SK-61 ㉕ 土師器 坏 残存器高：3.5 
口径：12.5

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 2.5mmの砂粒、 
金雲母を少量含む

内：鈍い橙7.5YR7/4 
外：橙7.5YR7/6 全体の3/5残存 糸切り未調整、 

板状圧痕

51-14 SK-61 ㉘ 土師器 小皿 残存器高：1.4 
口径：7.8

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 2.5mmの白色砂粒、 
金雲母を含む

内：鈍い黄橙10YR7/2 
外：鈍い黄橙10YR7/3 完形 糸切り未調整

51-15 SK-61 ㉛ 土師器 坏 残存器高：1.4
内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸きり

良好 微細な砂粒金雲母を 
多く含む 内外：鈍い黄橙10YR6/3 底部1/3残存 ―

51-16 SK-61 ㉜ 瓦器 埦 残存器高：6.5 
口径：15.5

内：回転ナデ、
　　ミガキ 
外：回転ナデ

やや 
不良

微細～ 1mmの 
砂粒を含む

内外：暗灰N3/ ～ 
　　　灰白5Y8/1

ほぼ完形 
（口縁の一部破損） ―

51-17 SK-61 ㉝ 土師器 坏 残存器高：3.0 
口径：12.0

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 2mmの 
白色砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 糸切り未調整、 

板状圧痕

51-18 SK-61 ㉞ 土師器 坏 残存器高：3.2 
口縁：12.6

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 3mmの 
砂粒を少量含む 内外：鈍い橙7.5YR7/4 ほぼ完形 糸切り未調整

51-19 SK-61 ㊱ 土師器 坏 残存器高：3.3 
口径：13.0

内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 4mmの 
細礫を含む 内外：橙7.5YR7/6 口縁の一部 破損 糸切り未調整、 

板状圧痕

51-20 SK-61 ベルト内 瓦器 埦 残存器高：5.5 
口径：15.2

内：ナデ、ミガキ 
外：ナデ 良好 微細～ 1.5mmの 

砂粒を少量含む
内：灰白N8/ ～灰N4/ 
外：灰白N8/ ～暗灰N3/ 完形 ―

54-1 P-60 須恵器 坏蓋 残存器高：2.0 
口径：10.0

内：ナデ、
　　回転ヘラ削り 
外：

良好 微細～ 2mmの 
砂粒を少量含む 内外：青灰10BG6/1 口縁の一部と、 

つまみ部分破損 ―

54-2 P-127 滑石製 
石鍋 残存器高：6.7 内： 

外： 滑石 内：灰白2.5Y7/1 
外：黒褐2.5Y3/1 口縁部が1/8残存 ―

54-3 P-174 土錘 棒状 
有孔

長さ：2.4 
幅：11mm

内： 
外： 良好 微細～ 2mmの 

粗砂を含む 内外：暗灰N3/ 片端の一部欠損 ―

54-4 P-545 瓦器 埦 残存器高：6.3 
復元口径：16.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 不良 微細～ 2mmの 

砂粒を少量含む 内外：灰白N7/ 全体の3/4残存 ―

54-5 P-578 石製品 砥石
最大長：10.6 
最大幅：5.4 
最大厚：4.2

内： 
外： ― ― 外断：灰7.5Y6/1 10cm位の破片 砂岩

54-6 P-814 土師器 坏 器高：3.8 
復元口径：14

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸切り

良好
微細な砂粒に白色粒、 
金雲母と2mm ～ 4mmの 
細礫を多く含む

内外：鈍い黄橙10YR6/3
口縁部～ 
体部中位にかけ 
1/4欠損

焼きの際に 
歪んだのか 
全体に 
バランスが悪い

54-7 P-885 土師質 
土器 鉢 残存器高：11.4 内：ハケメ 

外：ハケメ、ナデ 良好 微細～ 3mmの 
砂粒を少量含む 内外：灰白2.5Y8/1 口縁部の 

破片のみ残存 ―

54-8 P-890 土師器 坏 器高：3.7 
復元口径：12.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸切り

良好 微細な砂粒と白色粒、 
赤雲母を含む 内外：鈍い褐7.5YR6/3

口縁～ 
体部中位にかけて 
全体の1/2欠損

―

54-9 P-895 瓦器 埦 復元口径：15.8 
器高：5.85

内：ナデ、ミガキ 
外：ナデ、指圧跡 良好 微細な砂粒、 

黒色粒を多く含む

内：灰白N4/  
　　灰白10YR7/1(一部) 
外：灰オリーブ5Y4/2 
　　灰白10YR7/1(一部)

全体の1/3残存
口縁部～ 
体部上位が 
灰白10YR7/1

54-10 P-992 瓦器 埦 残存器高：6.1 
復元口径：16.0

内： 
外：ナデ 不良 微細～ 2mmの砂粒を 

少量含む 内外：灰白2.5Y7/1 全体の2/3残存 ―

54-11 P-1038 古式 
土師器

残存器高：4.75 
復元口径：11.4

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸切り

やや 
不良

微細な砂粒に 
白色粒を含む 内外：黄褐10YR5/6 全体の1/4欠損 ―

54-12 P-1038 土師器 埦 残存器高：13.2 
復元口径：3.4

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　糸切り

良好 微細な砂粒に金雲母、 
白色粒を少量含む 内外：明褐7.5YR5/8 全体の3/5残存 ―

54-13 P-1128 須恵器 埦 残存器高：6.2 
復元口径：15.4

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 2.5mmの砂粒を 

少量含む
内：灰白N7/ 
外：青灰5B6/1 全体の1/5残存 ―

54-14 P-1189 石製品 砥石
最大長：11.6 
最大幅：4.2 
最大厚：3.7

― ― ― 灰白10YR1/8 ～ 
鈍い黄褐10YR5/4 12cm位の破片 凝灰岩

54-15 P-1197 土師器 小皿 復元口径：7.5 
高さ：1.3

内：回転ナデ 
外：回転ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細な砂粒含む 内外：鈍い褐7.5YR5/4 1/3欠損 ―

54-16 P-1198 ① 須恵器 坏身 残存器高：3.1 
復元口径：16.0

内：ナデ 
外：ヘラ切り後ナデ 良好 微細～ 3mmの 

砂粒を少量含む
内：青灰5PB6/1 
外：青灰5B6/1 全体の1/4 残存 ―
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54-17 P-1202 ① 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口経：7.0

内：ナデ 
外：ナデ 良好

微細～ 1mmの 
砂粒を少量、 
金雲母を含む

内：鈍い黄橙10YR6/4 
外：鈍い橙7.5YR6/4

ほぼ完形 
（口縁の一部破損） 糸切り未調整

54-18 P-1258 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.6 
幅：1.0

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を含む 内外：黒褐10YR3/1 ～ 3/2 完形 ―

54-19 P-1286 土錘 棒状 
有孔

長さ：2.5 
幅：7.5mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を含む 内外：黒褐2.5Y3/1 完形 ―

54-20 P-1392 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.5 
幅：8mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を含む
内外：灰白2.5Y7/1 ～ 
　　　黄灰2.5Y4/1 両端一部 欠損 ―

55-1 P-1395 土師器 鍋 残存器高：9.5 内：ナデ、ハケメ 
外：ナデ、指押さえ 良好

微細な砂粒に 
灰色粒、 
2mm ～ 4mmの 
細礫を含む

内：灰白10YR8/2 
外：灰黄褐10YR5/2

口縁部～ 
体部上位にかけて 
2/5残存

―

55-2 P-1413 土師器 小皿 残存器高：1.0 
口経：8.4

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細～ 1.5mmの 
砂粒を含む

内外：橙2.5YR6/6 ～ 
   　     鈍い橙7.5YR7/4

ほぼ完形 
（口縁の一部破損） 糸切り未調整

55-3 P-1525 土錘 棒状 
有孔

長さ：2.3 
幅：9.5mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を含む 内外：黒褐2.5Y3/1 片端の一部 残存 ―

55-4 P-1553 土師器 坏 残存器高：3.1 
口経：13.0

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細～ 1.5mmの 
砂粒を 
少量含む

内外：鈍い黄橙10YR6/4
ほぼ完形 

（口縁と胴体部の 
一部破損）

糸切り未調整　

55-5 P-1558 (1) 土師器 小皿 残存器高：1.1 
口経：7.4

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 1.5mmの 
砂粒を含む 内外：鈍い橙7.5YR6/4 完形 

（口縁の一部破損） 糸切り未調整

55-6 P-1558 (2) 土師器 小皿 残存器高：1.0 
口経：7.7

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好
微細～ 2mmの 
砂粒を少量・ 
金雲母を含む

内：鈍い黄橙10YR7/3 
外：浅黄2.5Y7/3 完形 糸切り未調整

55-7 P-1568 土師器 小皿 口径：7.6 
高さ：1.4

内：回転ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細な砂粒を含む 内外：明褐7.5YR5/6 完形 ―

55-8 P-1596 土師器 坏 口径：12.9 
高さ：4.4

内： 
外： 普通 微細～ 2mmの 

砂粒を含む
内：鈍い褐7.5YR5/4 
外：褐7.5YR4/6 3/4 欠損 ―

55-9 P-1700 土師器 坏 口径：13.7 
高さ：4

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

普通 微細～ 1mm大の 
砂粒を若干含む 内外：鈍い褐7.5YR5/4 片側口縁～ 

体部1/5 欠損 ―

55-10 P-1701 龍泉窯系 
青磁 碗

口径：15.9 
器高：7.45 
高台径：5.85

内：施釉 
外：施釉 良好

微細な砂粒、 
有色透明で 
光沢がある

釉調：鈍い黄2.5Y6/4 
素地：灰白2.5Y7/1 口縁部が1/6欠損 内面に花文2単位の 

片彫連花文を有する。

55-11 P-1702 土師器 皿 口径：10.4 
高さ：2.1

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

良好 微細～ 2mm大の 
砂粒含む 内外：明褐7.5R5/6 ほぼ完形 ―

56-1 SD-15 瓦 平瓦
残存長：13.1 
残存幅：11.6 
残存厚：2.4

内：縄目痕 
外：布目痕 良好

微細～ 0.4cmの砂粒と 
微細な雲母を 
少量含む。

凹面：橙5YR7/6 
凸面：橙5YR6/6 破片のみ残存。 ―

56-2 SD-17 石製品
太型 
蛤刃 
石斧

最大長：13.6 
最大幅：5.8 
最大厚：4.2

内： 
外： ― ― 灰5Y6/1 青灰5BG6/1 完形 玄武岩

56-3 SD-54 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.1 
幅：7mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を少量含む
内外：浅黄橙10YR8/3 ～ 
      　  灰白10Y7/1 片端の一部 欠損 ―

56-4 SD-55③ 土師器 小皿 残存器高：2.25 
底径：5.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 1mmの砂粒、 
黒色粒、雲母 
ならびに赤褐色粒を 
やや多量含む。

内：橙5YR6/6 
　　内面の付着物 
　　赤灰2.5YR4/1 
外：橙7.5YR7/6

口縁～体部中位 
欠損

内面全体に 
付着物あり。

56-5 SD-55⑩ 土師器 小皿
口径：7.6 
器高：1.45 
底径：5.4

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

1mm以下の砂粒、 
黒色砂粒、 
金雲母を少量と 
1mm以下の 
角閃石を微量含む

内：灰褐7.5YR2/6 ～ 
　　灰褐7.5YR2/4 
外：灰白10YR2/8 ～ 
　　鈍い黄橙10YR4/7、 
　　明赤褐5YR5/6

3/4 残存
外側、 
口縁部～体部、 
焼きムラによる赤化

56-6 SD-55　23 石製品 砥石 最大長：8.5 
最大幅：5.6

内： 
外： ― ― 灰白10YR8/2 8cm大 残存 凝灰岩

56-7 SD-55　24 土師器 小皿
復元口径：8.06 
器高：1.55 
復元底径：6.35

内： 
外： 良好

3mm以下の 
黒色砂粒を少量、 
4mm以下の 
砂粒を少量、 
1mm以下の 
金雲母を多量含む。

内：鈍い橙5YR4/6 ～ 
　　鈍い赤褐5YR4/5 
外：鈍い黄橙10YR3/7 ～ 
　　橙5YR6/6、 
　　暗赤褐5YR2/3

2/3 残存 口縁部分に 
歪みあり。

56-8 SD-56⑤ 土師器 坏
復元口径：13.4 
器高：4.1 
底径：6.85

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細な砂粒、雲母、 

赤褐色粒を少量含む。
内：鈍い橙7.5YR7/3 
外：鈍い橙7.5YR6/4

口縁～体部中位 
3/4 欠損 ―

56-9 SD-57① 土師器 小皿
復元口径：8.1 
器高：1.45 
底径：5.45

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 2mmの砂粒と 
雲母を多量。 
赤褐色粒を少量含む。

内：鈍い橙7.5YR7/4 ～ 
　　赤橙10R6/8 
外：鈍い橙7.5YR7/4

2/3 残存
内面一部 
赤色顔料か？ 
全体的に 
著しく歪みあり。

56-10 SD-57③ 土師器 小皿
口径：8.1 
器高：1.6 
底径：5.9

内： 
外： 良好

2mm以下の 
黒色粒少量、 
1mm以下の長石、 
雲母を少量含む

内：鈍い橙7.5YR4/7 ～ 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：鈍い橙7.5YR4/7 ～ 
　　鈍い褐 7.5 3/5、 
　　褐灰7.5YR1/4

3/4残存 口縁部 歪みあり。

56-11 SD-57④ 土師器 小皿
復元口径：8.0 
器高：1.3 
復元底径：5.0

内： 
外： 良好

1mm以下の赤褐色粒、 
黒色粒を少量含み、 
1mm以下の砂粒と 
微細な金雲母を微量含む

内：橙5YR6/6 ～ 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　暗赤褐5YR2/3

2/3 残存 ―

57-1 SX-1 石製品 石鍋 残存器高：3.3 
底径：14.5

内：ケズリ 
外：ケズリ ― ―

内：灰白10YR7/1 ～ 
　　褐灰10YR5/1 
外：褐灰10YR4/1 ～ 
　　暗灰N3/（スス付着）

底部破片残存 滑石

57-2 SX-1 ① 土師器 足釜 
鼎足の脚 残存器高：14.9 内： 

外：
やや 
不良

微細な砂粒に 
1mm ～ 2mmの 
白色粒を多く含む

鈍い黄橙10YR7/3 脚のみ完形（?） ―

57-3 SX-1① 瓦器 埦
復元口径：16.2 
器高：6.2 
復元高台径：6.25

内：ミガキ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 1mmの 
白色砂粒、 
黒色粒、 
赤褐色粒を少量含む。

内外：灰白10YR7/1 ～ 
　　　鈍い黄橙10YR7/2

口縁～体部中位、 
ほぼ欠損

底部外面に 
ヘラ記号

57-4 SX-1 ① 白磁 碗 残存器高：2.5 
底経：6.8

内：施釉 
外：回転ナデ 良好 ― 釉：明オリーブ灰5GY7/1 

素：灰白7.5Y7/1 底部の3/5 残存 ―

57-2 SX-1 ① 土師器 足釜 
鼎足の脚 残存器高：14.9 内： 

外：
やや 
不良

微細な砂粒に 
1mm ～ 2mmの 
白色粒を多く含む

鈍い黄橙10YR7/3 脚のみ完形（?） ―
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第８表　高来井正丸遺跡　出土遺物一覧５
挿図番号 出土地点 種別 器種 法量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残存 備考

57-5 SX-1⑤ 土師器 坏 残存器高：1.85 
底径：7.9

内： 
外：回転ナデ 良好

微細～ 4mmの 
砂粒 ならびに 
微細～ 1.5mmの 
金雲母を多量含む。 
微細～ 3mmの 
赤褐色粒ならびに 
微細な黒色粒を少量含む

内：鈍い橙7.5YR6/4 ～ 
　　褐灰7.5YR6/1 
外：鈍い褐7.5YR6/3 ～ 
　　鈍い黄橙10YR7/2

体部中位～ 
底部残存 ―

57-6 SX-1⑥ 龍泉窯系 
青磁 碗

口径：17.0 
器高：6.9 
高台径：5.25

内： 
外：ヘラ削り後施
釉

良好 ―

釉調：有色透明で 
　　　光沢がある。 
　　　オリーブ灰10Y6/2 
素地：微細な砂粒と 
　　　黒色粒を微量含む。 
　　　灰白7.5Y7/1

口縁～体部中位 
1/3 欠損 ―

57-7 SX-1 ⑥ 龍泉窯系 
青磁 碗 残存器高：1.75 内： 

外： 良好 微細な砂粒 釉：明オリーブ灰2.5GY7/1 
素：浅黄2.5Y7/3

体部下位～ 
高台部にかけて残存 ―

57-8 SX-1 ⑥ 古式 
土師器 足釜 復元口径：33.6 

残存器高：11.8
内：ハケメ、ナデ 
外：ハケメ、ナデ、
　　指圧痕

やや 
不良

微細な砂粒に 
1 ～ 2mmの白い砂粒、 
2 ～ 4mmの細礫を 
少量含む

内：浅黄橙7.5YR8/3 
　　灰褐7.5YR5/2 
外：灰褐7.5YR4/2

― ―

57-9 SX-1⑦ 石製品 石鍋 残存器高：7.2 内： 
外： ― ― 灰白2.5Y7/1 口縁～体部上位が 

約1/8程度残存 滑石

57-10 SX-1 ⑧ 土師器 小皿 器高：1.3 
残存口径：9.3

内：ナデ 
外：ナデ、
　　回転糸切り

やや 
不良

微細な砂粒、 
1 ～ 2mmの 
白色粒を少量含む

内外：明赤褐5YR5/6 全体の2/5残存 ―

57-11 SX-3 須恵器 短頸壺
残存器高：8.0 
復元胴部 
最大経：11.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 2mmの 

砂粒を少量含む
内：明紫灰5P7/1 
外：黄灰2.5Y6/1 全体の2/5残存 ―

57-12 SX-5 土錘 棒状 
有孔

長さ：3.6 
幅：9mm

内： 
外： 良好 微細～ 1mmの 

粗砂を含む 内外：橙2.5YR6/8 完形 ―

57-13 SX-5 石製品 砥石
最大長：5.0 
最大幅：3.3 
最大厚：2.35

内： 
外： ― ― 灰黄2.5Y7/2 5cm大のみ残存 砂岩

57-14 SX-5 瓦器 埦
復元口径：16.2 
器高：5.0 
復元底径：5.6

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細な黒色粒を多量含む。 
微細～ 2mmの角閃石、 
微細～ 1mmの砂粒、 
微細な雲母を少量含む。

内外：灰N4/ ～ 
　　　灰白10YR8/1 ～灰N6/ 1/4残存

全体に焼きムラあり。 
内面 鉄サビの 
ようなものが 
付着している。

57-15 SX-5 ① 灰釉陶器 輪花 
燭台？

復元口径：5.4 
残存器高：1.8

内：ナデ 
外：ナデ 良好 微細な砂粒 内外：灰白N7/

口縁部～ 
底部にかけて 
2/3残存

口縁部～ 
体部下位にかけて 
施釉の痕がかすかに 
残っている

57-16 SX-5⑨ 土師器 小皿
口径：7.95 
器高：1.75 
底径：5.75

内： 
外： 良好

2mm以下の砂粒、 
黒色砂粒、 
赤褐色粒と1mm以下の 
金雲母を少量含み、 
6mm ～ 10mmの 
礫を少量含む

内：明褐灰7.5YR2/7 ～ 
　　灰褐7.5YR2/4、 
　　明赤褐5YR5/6 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　鈍い赤褐5YR3/4、 
　　鈍い黄橙10YR3/7

ほぼ完形 ―

57-17 SX-5⑩ 土師器 坏 残存器高：2.5 
底径：7.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 4mmの砂粒、 
微細～ 2mmの金雲母、 
微細～ 1mmの黒色粒を 
やや多量含む。 
微細～ 1.5mmの 
赤褐色粒を微量含む。

内：鈍い黄橙10YR6/4 
　　（付着物は鈍い 
　　黄褐10YR4/3） 
外：鈍い黄橙10YR7/3 ～ 
　　10YR6/3

体部中位～底部 
3/4 残存

底部に接合による 
歪みあり。 
図上で復元した。

57-18 SX-5⑫ 土師器 坏
復元口径：11.9 
器高：3.75 
底径：6.55

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

2mm以下の砂粒、 
黒色粒を少量と 
1mm以下の 
金雲母、 
角閃石赤褐色粒を 
少量含む

内：赤褐2.5YR4/8 ～ 
　　明赤褐5YR5/6、 
　　灰褐7.5YR2/5 ～ 
　　灰褐7.5YR2/4 
外：明赤褐2.5YR5/6 ～ 
　　赤褐2.5YR4/8、 
　　鈍い黄橙7.5YR3/7

口縁一部、 
体部～底部 
2/3残存

内、外と全体的に 
赤化している

58-1 SX-6 瓦器 埦
復元口径：15.6 
器高：5.35 
高台径：5.5

内： 
外：ナデ 良好

4mm以下の砂粒を 
少量含む。 
2mm以下の角閃石を 
少量含む。

内：灰白7.5Y7/1 
外：灰白N8/

口縁部1/3残 
体部上位～ 
中位2/3残 
底部 残

12ｃ～ 
体部 下半に 
連続した 
指頭痕がある。

58-2 SX-6① 瓦器 埦
口径：16.2 
器高：5.45 
高台径：4.8

内：ナデ後工具ナ
デ 
外：ナデ後工具ナデ

良好
3mm以下の 
角閃石多量 
1mm以下の砂粒、 
雲母多量

内：灰白10YR7/1 ～ 
　　褐灰10YR5/1、 
　　灰白N8/0 ～灰N4/0 
外：灰白7.5YR8/2 ～ 
　　橙7.5YR7/6、 
　　褐灰7.5YR4/1

2/3残
12ｃ～ 
重ね焼きの 
焼きムラか？

58-3 SX-6② 土師器 小皿
口径：8.3 
器高：1.25 
底径：6.7

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

3mm以下の砂粒、 
黒色粒少量と 
3mm以下の 
金雲母を多量含む

内：鈍い黄橙10YR2/7 ～ 
　　橙5YR6/6、 
　　褐灰10YR1/5 
外：鈍い黄橙10YR3/7 ～ 
　　明赤褐5YR5/6、 
　　褐灰10YR1/4

ほぼ完形 全体的に 
歪みがひどい

58-4 SX-6② 土師器 小皿
口径：7.8 
器高：1.25 
底径：5.3

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 不良

2mm以下の砂粒、 
赤褐色粒、黒色粒、 
1mm ～微細な 
金雲母を微量含む

内：橙5YR6/6 ～ 
　　鈍い黄橙5YR3/4、 
　　鈍い黄橙10YR4/7 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　暗赤褐5YR3/4、 
　　鈍い黄橙10YR3/7

1/2残存 ―

58-5 SX-6④ 瓦器 埦
口径：16.05 
器高：5.65 
高台径：5.5

内：ミガキ 
外： 良好

1mm以下の砂粒、 
角閃石 少量、 
微細な雲母 多量

内外：暗灰N3/ ～ 
        　灰白N8/ ～灰N4/ ほぼ完形

12ｃ～ 
内外 焼きムラ あり、
外面に指頭痕

58-6 SX-6⑤ 土師器 小皿
口径：7.15 
器高：1.35 
底径：5.75

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 1mm以下の赤褐色粒、 

砂粒、金雲母少量含む

内：橙5YR6/6 ～ 
　　明赤褐5YR5/6 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　明赤褐5YR5/8

ほぼ完形 14ｃ～

58-7 SX-6⑥ 瓦質土器 磨鉢 器高：12.6
内： 
外： 回転ナデ後指

押えナデ
良好 5mm以下の白色砂粒多量

内：灰白10YR8/1 ～ 
　　黒褐10YR3/1 
外：灰白2.5YR8/1 ～ 
　　黄灰2.5YR5/1

1/7残 擂り目６条
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第８表　高来井正丸遺跡　出土遺物一覧６
挿図番号 出土地点 種別 器種 法量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残存 備考

58-8 SX-6⑦ 土師器 坏
復元口径：12.8 
器高：3.7 
復元底径：8.1

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 3mmの砂粒、 
微細～ 2mmの 
金雲母を多量含む。 
微細な黒色粒、 
微細～ 1mmの 
赤褐色粒を微量含む。

内：鈍い黄橙10YR7/2 ～ 
　　鈍い橙5YR6/4 
　　（黒班は褐灰10YR5/1） 
外：鈍い黄橙10YR7/3 ～ 
　　褐灰10YR6/1

1/2残存 内面に黒班あり。 
歪みあり。

58-9 SX-6⑧⑨⑬ 須恵質 
土器 捏鉢

口径：27.2 
器高：8.7 
底径：8.0

内：ナデ 
外：ナデ 良好 5mm以下の砂粒を 

少量含む。
内：灰N7/ ～灰5Y6/1 
外：灰N4/ ～灰5Y6/1

口縁部1/2 欠 
底部 欠

東播系、12c末～ 13c
初頭

58-10 SX-6⑪ 土師器 坏
口径：11.3 
器高：3.55 
底径：7.65

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

4mm以下の砂粒、 
1mm以下の雲母、 
赤褐色粒 少量含む。

内：鈍い橙10YR6/4 
　　（一部 黒10YR1.7/1） 
外：鈍い橙10YR6/3 
　　（一部 黒10YR1.7/1）

完形 14ｃ～ 
歪みあり。

58-11 SX-6⑮ 土師器 坏
復元口径：12.1 
器高：3.55 
復元底径：6.8

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

微細～ 4mmの砂粒を 
やや多量含む。 
微細な雲母や 
赤褐色粒を多量含む。

内：鈍い橙 7.5YR6/4 
外：鈍い褐 7.5YR6/3 ～ 
　　鈍い橙 7.5YR7/4

口縁～体部中位 
1/4欠損 ―

58-12 SX-7 土師器 坏
口 径：13.35 
器高：3.3 ～ 3.5 
底径：8.5

内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好

1mm以下の雲母を多量、 
3mm以下の砂粒を 
少量含む。

内：鈍い橙10YR6/3 
外：鈍い橙10YR6/3 ～ 
　　褐灰10YR4/1

完形 14ｃ～ 
口縁部に歪みあり。

58-13 SX-T ① 須恵器 埦 残 存器高：3.9 
復元高台径：7.8

内：ナデ 
外：ナデ 良好

微細な砂粒に 
1mm ～ 2mmの 
黒色粒を少量含む

内外：灰白2.5Y7/1 
　　　一部分、 
　　　鈍い黄橙10YR7/2

体部中位～ 
底部にかけ 
1/4残存

―

58-14 包含層出土 石製品 石帯
最大長：2.85 
最大幅：4.5 
最大厚：0.9

内： 
外： ― ― 灰白2.5GY8/1 ～ 

暗縁灰10GY4/1 ほぼ完形 蛇紋岩

60-1 1号土壙墓 布製品 烏帽子 最大長：38.4 ～ 47.4 
最大幅：29.1

内： 
外： ― ― 黒褐5YR2/1 全体の1/3残 ―

60-2 ST-1① 土師器 小皿
口径：8.05 
器高：1.2 
底径：5.75

内： 
外：回転糸切り 不良

2mm以下の砂粒、 
赤褐色粒を少量、 
金雲母を多量含む

内：鈍い赤褐5YR4/5 ～ 3/4、 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：鈍い橙5YR4/6 ～ 
　　鈍い赤褐5YR4/4

口縁一部欠損 板状圧痕

60-3 ST-1② 土師器 小皿
口径：7.9 
器高：1.15 
底径：6.0

内： 
外： 良好

2mm以下の砂粒、 
赤褐色粒を少量と、 
1mm以下の 
金雲母を少量含む

内：橙5YR6/6 ～ 
　　赤褐5YR4/6、 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：鈍い黄橙10YR3/7 ～ 
　　赤褐5YR4/6、 
　　暗赤褐5YR2/3

ほぼ完形 ―

60-4 ST-1③ 土師器 小皿
口径：7.85 
器高：9.05 
底径：5.85

内： 
外： 良好

3mm以下の砂粒と 
1mm以下の 
赤褐色粒と金雲母を 
少量含む

内：鈍い赤褐5YR4/5 ～ 
　　赤褐5YR4/6、 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：鈍い橙5YR4/6 ～ 
　　明赤褐5YR5/6、 
　　鈍い橙7.53/7

完形 ―

60-5 ST-1④ 土師器 小皿
口径：8.1 
器高：9.5 
底径：6.0

内：回転ナデ 
外： 良好

3mm以下の砂粒と 
1mm以下の 
赤褐色粒を少量と 
1mm以下の 
金雲母を多量含む

内：明赤褐5YR5/6 ～ 
　　暗赤褐5YR3/4、 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：鈍い橙5YR4/6 ～ 
　　暗赤褐5YR3/3、 
　　鈍い黄橙10YR3/7

口縁～ 
体部一部欠損 ―

60-6 ST-1⑤ 土師器 小皿
口径：8.25 
器高：1.05 
底径：6.3

内： 
外：回転糸切り 良好

3mm以下の砂粒、 
1mm以下の 
赤褐色粒と 
金雲母を少量含む

内：明赤褐5YR5/6 ～ 
　　暗赤褐5YR3/4 ～ 
　　鈍い黄橙10YR3/7 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　鈍い赤褐5YR4/4

ほぼ完形 ―
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第９表　高来殿屋敷遺跡　出土遺物一覧
挿図番号 出土地点 種別 器種 法量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残存 備考

66-1 SD-① 陶器 擂鉢（？） 残存器高：1.7 内：回転ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細な砂粒を 

少量含む 内外：灰赤2.5YR5/2 口縁の一部残存 ―

66-2
SD-1 ② 

 ④
SD-2 ②

陶器 擂鉢 残存器高：6.5 内：ナデ 
外：回転ナデ 良好 微細～ 3mmの 

砂粒を少量含む
内外：灰赤2.5YR5/2 ～ 
　　　鈍い橙2.5YR6/4

口縁部～体部中位にかけて
残存 擂り目

66-3 SD-1 ③ 陶器 擂鉢 ― 内： 
外： 良好 1mm大の 

砂粒を含む
内：鈍い橙5YR6/3 
外：明赤褐2.5YR3/2 ― ―

66-4 SD-1 ⑤ 陶器 擂鉢 器高：6.4 内： 
外： 良好 微細～ 2mm大の 

砂粒を含む
内：灰褐5YR5/2 
外：暗赤褐2.5YR3/2 ― ―

66-5 SD-1 ⑥ 磁器 碗 残存器高：4.5 
高台径：4.4

内：施釉 
外：施釉 良好 微細～ 3mmの 

砂粒を少量含む
釉：明緑灰7.5GY8/1 
素：灰白2.5GY8/1

体部下位～高台部にかけて
残存

内面に重ね焼きの際
についたとみられる
他土器の高台の圧痕
あり。唐草文。

66-6 SD-1 ⑦ 染付 碗 復元口径：8.4 内：施釉 
外：施釉 良好 微細な砂粒 

わずかに含む
釉：青黒5B1.7/1 
素：灰白5GY8/1 体部上位～下位 1/3残存 ―

66-7 SD-1 ⑧ 磁器 碗 残存器高：3.4 内：施釉 
外：施釉 良好 精良 釉：明緑灰7.5GY8/1 

素：灰白2.5GY8/1
口縁部～体部中位にかけて
残存 草花文

66-8 SD-1 ⑨ 磁器 碗 復元口径：7.2 内：施釉 
外：施釉 良好 ― 釉：青灰5BG5/1 

素：灰白2.5Y8/2
口縁部～体部中位にかけて
残存 ―

66-9 SD-2 ① 陶器 擂鉢 残存器高：9.5
内：回転ナデ
　　　→施釉 
外：回転ナデ
　　　→施釉

良好 微細～ 1.5mmの 
砂粒を少量含む

内：褐灰5YR5/1 
外：灰赤2.5YR4/2

口縁部～体部中位にかけて
残存 擂り目

66-10 P-1 磁器 ― 残存器高：1.6 
直径：6.5

内： 
外： 良好 精良 釉：灰白10Y7/2 

素：灰白N8/ ― ―

67-1 SK-2 ① 土師器 甕 残存器高：3.5 内：ナデ 
外：ナデ

やや 
不良

微細～ 2mmの 
砂粒を多く含む

内：浅黄橙10YR8/3 
外：橙5YR6/6 ～ 
　　浅黄橙7.5YR8/3

口縁の一部残存 ―

67-2 SK-2 ③ 土師器 皿 ―
内：回転ナデ 
外：回転ナデ後　
　　回転糸切り

良好 微細な砂粒含む 橙5YR6/6 口縁部～体部下位残存 ―

67-3 SK-2 ④ 土師器 坏 復元口径：7.6 
高さ：1.1

内： 
外： 良好 微細な砂粒を含む 鈍い橙7.5YR7/4 口縁部～体部下位 残存 ―

67-4 SK-6 土師器 甕 残存器高：37.1 内： 
外：

やや 
不良

3mm以下の 
白色砂粒 多量 
5mm程の 
白色礫 少量

内：鈍い黄橙10YR7/2 ～ 
　　黒N2/ 
外：鈍い黄2.5Y6/3 ～ 
　　黒2/1

体部下位のみ残 黒斑あり

67-5 SK-7①/ 
SK-7② 石製品 石臼

長さ：37.05 
幅：36.4 
厚さ：8.8

内： 
外： ― ― ― ほぼ完形

SK-7①と 
SK-7②は 
同一固体として 
実測。



―81―

第Ⅴ章　結語

１．高来郷
　地名「高来（たかく）」は、現在、福岡県行橋市大字高来となっており、平安時代の『和名類聚抄』が初見で、
旧豊前国京都郡の四郷「高来郷」「諫山郷」「本山郷」「刈田郷」の郷名遺称地である。

２．遺跡の形成
　高来地区遺跡群発掘調査範囲における集落遺構の中、最も古く考えられるのは高来小月堂遺跡A区の貯
蔵穴（２・３号土坑）で、弥生時代中期の貯蔵穴群である。ついでＡ区、Ｂ区の弥生後期の住居跡などが
点在し、弥生時代には集落が丘陵上に営まれていたと考えられる｡  ついで､ 古墳時代後期の４号竪穴住
居跡等が展開する｡ 当遺跡周辺には小字名「鬼塚」があり、古墳が点在していたとされる。丘陵上の一部
には古墳群が作られているようである。そして、奈良・平安時代～鎌倉時代頃に掘立柱建物跡が展開。墳
墓などの埋葬施設が一部に営まれ、中世以降にも土地利用が行なわれる。後に近世以降、階段状の棚田と
して開墾される。周辺は、最終的に、削平され、平成時代になり圃場整備事業が実施され現在は耕地とし
て利用されている。特記事項としては希少な石帯（丸鞆）や烏帽子が出土しており、貴重な出土品の成果
を得ることができた。烏帽子については、保存処理（保存方法:高級アルコール法）を施し、ほぼ烏帽子
の形をとどめた状態で保存している。

３．高来井正丸遺跡・出土石帯
　高来井正丸遺跡からは、遺構検出時に包含層から、石帯（丸鞆）が1点出土した。石材は蛇紋岩で、淡
い緑白色を呈する。鏡面状に磨かれ、裏面に潜り穴を三ヶ所設けている。

４．高来井正丸遺跡・1号墓出土烏帽子
　高来井正丸遺跡からは、鎌倉時代後期ごろの墓から立烏帽子が出土した。調査区の南東にある。南側は
溝（SD-14）で失われている。長さ1.4m、幅0.7mを測る隅丸長方形プランで、深さは0.1m前後。頭位は、
ほぼ北である。墓の床面の中央に、人頭大の礫が残る。その礫に接して副葬品がまとまって出土した。
　副葬品として、土師器小皿５枚（口径約8.0㎝、器高1.2㎝。いずれも底面に糸切り跡が残る。）、この土
師器の下に、烏帽子、そして、刀子がやや離れた位置から出土した。
　土坑墓出土遺物のうち、漆膜のある繊維もしくは樹皮が残る烏帽子の可能性のある遺物が注目される。
本来は、筒状の形態を保っていたと思われるが、潰れた状態で出土した。縁部分は、何回か折られて補強
されている。頂部分は欠損する。材質は、1000分の7 ～ 15㎜の太さの絹で作られており、外面に漆と推
定される樹脂が塗られている。立烏帽子と推定される。
　発掘調査によって出土した烏帽子としては、福岡県内でも希少な例である。
　烏帽子の出土例として、奈良県桜井市の藤ノ木古墳出土の断片が最古の例として知られている（６世紀）。
○烏帽子は古墳時代に朝鮮半島から倭国に伝わったとされる。
○烏帽子は奈良時代～江戸時代には男子の被りものとして普及。
○烏帽子は、公家階級が主に身につけた「立烏帽子」と武士階級が使用した「折烏帽子」に大別される。
　福岡県内の砥上上林遺跡の土壙墓の出土状況は、高来井正丸遺跡と同じく墓の中央から出土している。
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しかし、白磁椀と土師器杯の欠除と数量に差異がある。
　いずれにせよ、烏帽子を装着せずに墓に副葬するという風習が、すくなくとも12世紀後半以降にはあっ
たと追認できる資料のひとつといえる。
　また、鎌倉時代の服飾を知る上でも貴重な資料である。
烏帽子の時期は出土遺物（土師器小皿の法量）でみると､ 豊前地域内の土師器を中心とした既往の編年に
対比すれば、墓の中央部から共伴した五枚の土師器小皿の法量（直径8.0㎝）から、13世紀後葉から14世
紀前葉が考えられる。

５．福岡県下の烏帽子出土例
　福岡県では以下の遺跡で烏帽子が出土している。
　〔福岡市〕博多遺跡群　博多駅港湾線関係第三次調査　溜枡状遺構  14世紀以降（1336年以降）
　〔福岡市〕博多遺跡群　第62次調査　369号遺構　　　　　　　　 13世紀後半
　〔福岡市〕金武遺跡群  
　〔太宰府市〕大宰府条坊跡　第105次調査　
　〔太宰府市〕大宰府条坊跡　第128次調査　
　〔朝倉郡筑前町〕砥上上林遺跡　33号土壙　　　　　　　　　 　　 12世紀後半
　〔行橋市〕高来井正丸遺跡　1号墓　　　　　　　　　　　　　　　 13世紀後葉～ 14世紀前葉
　高来井正丸遺跡・1号墓の烏帽子は、完全ではないが、比較的保存状況が良い。ほぼ全体像がわかるも
のの出土は、全国でも限られており貴重である。

６．おわりに　
　高来地区の東方に位置する行橋市大字須磨園地区は、豊前国府移転説（京都郡→仲津郡あるいは仲津郡
→京都郡）の国府の候補地のひとつである。京都平野西部では、徳永法師ケ坪遺跡から出土した「緑釉陶器」、
高来井正丸遺跡出土の「石帯（丸鞆）」、谷遺跡出土の「唐三彩」等の遺物がある。延永水取遺跡で確認さ
れた「古代瓦」「運河」、延永ヤヨミ園遺跡出土「円面硯」「古代瓦」など、豊前国府所在地として、京都
平野の中でも比較的有力な候補地のひとつであることを傍証するような遺物が近年蓄積されつつある。
　中世の遺跡では、『両豊記』『豊前志』などの文献に城跡として「高来城」の名がみられる。地元では「池
部の城（いけべのしろ）」とよばれ、標高60m前後の丘陵上に、城跡と推定される曲輪や切通しが若干残っ
ている。高来集落内には「池部屋敷」「殿屋敷」「居屋敷」「名子屋敷」などの屋敷地名が散見される。字
会僧院には、禅宗寺院の万歳山天聖寺がある。旧企救郡三岳の護聖寺の末寺である。なお、当初は豊後国
国東郡横手村妙徳山泉福寺の末寺であったという。天聖寺本堂周辺の天聖寺裏石塔群は、総数50基以上
に及び、行橋市内最大規模の石塔群である。
　今後、周辺の文化財等の資料との比較・検討、調査・研究によって、本地域の歴史が徐々に明らかにさ
れて行くことが期待される。
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行橋市高
た か く い し ょ ま る

来井正丸遺跡出土烏
え ぼ し

帽子の塗膜構造分析

――― 顕微鏡観察報告 ―――

行橋市高
た か く

来井
い し ょ ま る

正丸遺跡出土烏
え ぼ し

帽子の塗膜構造

　㈱吉田生物研究所　本吉恵理子

　京都造形芸術大学　岡田　文男

１．はじめに

　      行橋市所在の高
た か く

来井
い し ょ ま る

正丸遺
い せ き

跡から出土した、烏
え ぼ し

帽子 1 点について塗膜構造の分析調査

を行なったので、以下にその結果を報告する。

２．調査した資料

　      調査した資料は、14 世紀の年代が与えられている立烏
え ぼ し

帽子である。現状ではへりの部

分が閉じ、左右両側面が密着した状態である。大部分の烏
え ぼ し

帽子の身ごろは褐色の平滑な

漆膜が表面を覆う。所々その漆膜が欠損した部分では、織密度から絹と推測できる素地が

観察される。へりの部分にも帯状に同様の布目が観察される。

     ＊：烏
え ぼ し

帽子の部分名称については「烏
え ぼ し

帽子」『国史大事典』2、p．363 に拠った。

３．調査方法

　 　烏
え ぼ し

帽子の小片から数ミリ四方の小破片を採取した。大部分を占める、褐色の平滑な部分、

布目の観察されるへりの部分の 2 箇所を採取した。これらの試料をエポキシ樹脂に包埋し

て研磨し、塗膜断面の薄片プレパラートを作製し、透過光の下で光学顕微鏡で 観察した。

４．観察結果

　　具体的な観察結果を表 1 に示す。

№．２の塗膜構造は、「漆１層」と記した層を中心に挟む形で線対称である。

№．１（写真１～４）下層から、素地を含む漆１層、透明漆２層が観察できる。

素地を含む漆層：淡褐色の透明漆２層の下面に、それらよりも色調の濃い褐色の漆層が１

層見える。この層は「一定の厚みをもって連続する」ものではない。試料の裏側を観察し

ても明らかなように、この層は劣化、腐朽が特に進み、元来の様子をとどめていない。素

地についても試料の裏面にかろうじて格子状の布の痕跡が見られるのみである（写真２）。

透明漆層：淡褐色の透明漆層が２層見られる。この２層はほぼ同一の厚さで、上面はとも

に平滑である。なお、先述の下層の漆層にも共通するが、漆層中に筒状に白く抜けた部分

が多数みられる。太さはほぼ一定で、方向は一定せず、層の境を越える場合もある。これ

は烏
え ぼ し

帽子が土中に埋まってから、腐朽菌などによって漆膜が侵食された結果と考える。

№  部位  表面の様子  塗膜構造 （下層から）

1  峰近く 平滑。褐色を呈する。  漆１層 （素地を含む） / 漆２層

2  へり  細かな格子状の布目が 
 ある

 漆１層 （素地を含む） / 漆２層 /漆１層 / 漆２層 /
 漆１層 （素地を含む）

付　編
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１ ２

３ ４

№１ 試料の表面
（×３２）

№１ 試料の裏面
（×３２）

№１ 断面写真
（×４００）

№１ 断面写真
（×８００）

№  １ （写真１～４）

№．２（写真５～ 12）基本的に No．１と同様の構造をした塗膜が外表に折られ、２重になっ

ている様子が観察できる。烏
え ぼ し

帽子の下端のへり部分を表側に折り曲げる際に、接着剤とし

て塗布された漆が中に挟まれている。そしてさらに、折り返したへりの端の部分と烏
え ぼ し

帽子

の身ごろの接着部には、烏
え ぼ し

帽子を立てて峰側から漆が塗布されている（写真８，10，12）。

へりの端から折り返し部分が剥離するのを防ぐ目的であったと考えられる。

５．まとめ

     ①     表面観察では烏帽子の身ごろの内面、へりの折り返し部分に細かな布目の痕跡が 観察できる。

正確な織密度は計測していないが、この烏帽子の素地は絹布であろう。

     ②     塗膜断面観察から、基本的に素地の上に透明漆が 2 層塗布されている。この透明 漆は外面から

見ると平滑で、全体として厚みのある塗膜を形成している。
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9

11

10

12

７ ８№２ 断面写真 （落射光）
（×８０）

№２ 断面写真 （落射光）
（×４０）

№２ 断面写真 （№７の拡大）
（×２００）

№２ 断面写真 （№８の拡大）
（×２００）

№２ 断面写真
（×２００）

№２ 断面写真
（×２００）

５ ６ 
№２ 試料の表面

（×３２）
№２ 試料の裏面 （×２４） 

写真５を９０°回転した向き

№  ２ （写真５～１２）



写　真　図　版



高来小月堂遺跡１（A 区）

１．住居２

3．住居２　石器出土状況

５．ＳＢ１

７．ＳＫ２

２．住居１

４．住居３，４，５

６．ＳＫ１

８．ＳＫ３

図版１



高来小月堂遺跡２（Ｂ区） 図版２
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高来小月堂遺跡３（Ｂ区） 図版３
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高来小月堂遺跡４（Ｂ区） 図版４
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高来小月堂遺跡５（Ｂ区） 図版５
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高来小月堂遺跡６（Ｂ区） 図版６
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高来井正丸遺跡１ 図版７
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高来井正丸遺跡２ 図版８
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高来井正丸遺跡３ 図版９

１．１号墓烏帽子出土状況

3．１号墓烏帽子出土状況

５．１号墓烏帽子出土状況

７．ＳＫ 55

２．ＳＫ 28

４．ＳＫ 15 遺物出土状況

６．ＳＫ 15 と 14

８．ＳＫ 49



高来井正丸遺跡４ 図版 10

１．ＳＫ 43

3．ＳＫ 44

５．ＳＫ 46

７．ＳＤ 5，11

２．１号墓遺物出土状況

４．１号墓遺物出土状況

６．住居４

８．ＳＢ 8



高来井正丸遺跡５ 図版 11

１．ＳＢ 12 ～ 16 周辺

3．住居５

５．ＳＫ 35

７．ＳＫ 61

２．住居５　高杯出土状況

４．Ｐ 1701 とＳＫ 33

６．ＳＫ 62

８．ＳＫ 61



高来殿屋敷遺跡１ 図版 12

１．ＳＫ３

3．Ｐ１

５．調査区②③

７．調査区②③

２．ＳＫ１

４．ＳＫ２

６．調査区②③

８．ＳＫ７



高来殿屋敷遺跡２ 図版 13

１．ＳＫ６

3．調査区①

５．調査区④

７．調査区④

２．調査区①

４．調査区①

６．調査区④

８．調査区④



高来小月堂遺跡Ａ区・Ｂ区出土遺物

Ａ区 SD-1 Ａ区 SD-1 Ａ区 SD-1 ②

Ａ区住 -1 Ａ区住 -2 P-171

P-225 P-238 P-275

P-446 SK-1  SK-7

SK-13 SK-13 SK-13

17-7 17-8 17-9

17-1 17-3 37-4

37-6 37-7 37-9

37-10 35-3 35-4

35-10 35-10 35-9

高来小月堂遺跡１ 図版 14



高来小月堂遺跡Ｂ区出土遺物

SK-19 住 3 P-12 住 4 E

住 4 E 住 4 上層 住 4 上層

表採 表採 表採

35-14 23-3 23-6

23-6 24-3 24-3

37-20 37-21 37-22

高来小月堂遺跡２ 図版 15



高来井正丸遺跡出土遺物

P-60

P-885

P-1189

P-885

P-578P-578

P-1701

P-1701P-1395

54-1 54-5 54-5

54-7

54-7

54-14

55-1

55-10

55-10

高来井正丸遺跡１ 図版 16



高来井正丸遺跡出土遺物

SD-15 SD-15 SD-17

SD-55 ㉓

SK-14 ① SK-14 ① SK-15 ②

SE-1 SE-1

SE-1 ⑥ SE-1 ⑥ SE-2

SE-2 SE-2 ⑥ SE-2 ⑥

56-1 56-1 56-2

56-6 46-1 46-1

46-5 46-5 47-1

47-1 47-11 47-11

50-5 50-5 50-7

高来井正丸遺跡２ 図版 17



高来井正丸遺跡出土遺物

SX-1 ①

SX-1

SX-1 ①

SK-61 ⑰

SK-61 ㉜ SK-61 ベルト内

SK-35 ③

SK-43 ③ SK-61 ⑧

SK-35 ① SK-35 ②

SX-1 ⑥

SX-1 ⑥ SX-1 ⑥ SX-1 ⑥

50-10 50-11 50-12

50-16 51-8 51-9

51-16 51-20 57-1

57-2 57-4 57-7

57-8 57-7 57-7

高来井正丸遺跡３ 図版 18



高来井正丸遺跡出土遺物

SX-6 ⑥

SX-6 ⑧⑨⑬ SX-6 ⑧⑨⑬

SX-1 ⑦ SX-3 SX-5 ①

SX-5 ① SX-5 ① SX-6

SX-6 ① SX-6 ④

57-9 57-11 57-15

57-15 57-15 58-1

58-2 58-5 58-7

58-9 58-9

高来井正丸遺跡４ 図版 19



高来殿屋敷遺跡出土遺物

P-1 P-1

SD-1 ②・④、02- ②

SD-1 ②・④、02- ②

SD-1 ③ SD-1 ③

SD-1 ⑥ SD-1 ⑦ SD-1 ⑧

SD-1 ⑨ SD-2 ① SK-2 ③

SK-2 ④ SK-2 ④ SK-7 ①／ SK-7 ②

66-10 66-10 66-2

66-2 66-3 66-3

66-5 66-6 66-7

66-8 67-266-9

67-3 67-3 67-5

高来殿屋敷遺跡１ 図版 20
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所
ふ り が な

収 遺 跡 名 所
ふ り が な

在 地
コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号 ㎡

高
た か く

来小
こ づ き ど う

月堂遺
い

跡
せき

福
ふくおかけん

岡県行
ゆくはし

橋市
し

大
おおあざ

字高
た か く

来字
あざ

小
こ づ き ど う

月堂
217番外

402133 14123004 33度
43分
42秒

130度
54分
53秒

19960508
～
19961122

5,000㎡ 県営圃場整備
事業椿市地区

高
た か く

来井
い し ょ ま る

正丸遺
い

跡
せき

福
ふくおかけん

岡県行
ゆくはし

橋市
し

大
おおあざ

字高
た か く

来字
あざ

井
い し ょ ま る

正丸
435番外

402133 14123003 33度
43分
44秒

130度
54分
59秒

19970212
～
19970209

8,600㎡ 県営圃場整備
事業椿市地区

高
た か く

来殿
と の や し き

屋敷遺
い

跡
せき

福
ふくおかけん

岡県行
ゆくはし

橋市
し

大
おおあざ

字高
た か く

来字
あざ

殿
と の や し き

屋敷
302番外

402133 14123002 33度
43分
53秒

130度
54分
46秒

19971208
～
19980513

1,340㎡ 県営圃場整備
事業椿市地区

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
高来小月堂遺跡（Ａ区） 集落 弥生時代 竪穴住居跡　6軒

貯蔵穴　２基
掘立柱建物跡２棟

弥生土器、土師器、須恵器
弥生土器、石包丁

高来小月堂遺跡（Ｂ区） 集落 弥生時代
古墳時代
中世

竪穴住居跡　6軒
掘立柱建物跡16棟
土坑　13基
溝　10条

弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、
石器、石包丁

高来井正丸遺跡 集落 弥生時代
古墳時代
平安時代
鎌倉時代

竪穴住居跡　5軒
掘立柱建物跡30棟以上
土坑65基・井戸2基
溝４条、墓2基
不明遺構７基、包含層

土師器、須恵器、砥石
弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、
瓦、石帯、石鍋

石帯(丸鞆)、烏帽子
が出土

高来殿屋敷遺跡 集落 中世～近世 土坑８基
溝　10条
柱穴群

弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、
石臼

要約 弥生・古墳・奈良・平安・鎌倉など各時期の遺構・遺物が確認された。遺物の中には古代の石帯（丸鞆）・鎌倉時代の烏帽子など希少なも
のが含まれている。
高来地区の北側500ｍには古代寺院・椿市廃寺が、東側900ｍには豊前国府推定地（須磨園地区）があり、当地域とこれらの関係が推測
される。
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